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11.4

9.5

16.6

17.0

14.5

23.8

19.8

17.3

26.8

21.3

21.7

20.4

18.5

21.4

10.6

11.3

14.7

1.9

0.7

1.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

郵送回収

(n=729)

インターネット

回収(n=265)

【回収方法別】

回収方法別 年齢構成

29歳
以下

30～
39歳

40～
49歳

50～
59歳

60～
69歳

70歳
以上

無回答

Ⅰ 調査概要 

１．調査の目的 

広陵町では平成29年度に「広陵町男女共同参画行動計画」を策定し、男女共同参画社会の実現を目指し、

様々な施策に取り組んでいる。令和4年度は本計画の見直し時期となることから、町民の男女共同参画に関

する意識や実態を把握し、計画見直しの基礎資料とするとともに、今後の施策の参考にすることを目的として

調査を実施した。 

 

２．調査設計 

調査対象 広陵町内に在住の満 18歳以上 2,500人 

調査期間 令和 4年 8月 10日（水）～9月 2日（金） 

調査方法 郵送により調査票を配布、郵送またはインターネットにより回答 

 

３．調査内容 

 

１.あなたのことについて 

２.あなたの仕事・生活について 

３.ＤＶやハラスメントについて 

４.男女共同参画に関する意識について 

 

４．回収結果 

 

配布数 回収数 
有効回答数 

有効回答率 
 郵送 WEB 

2,500件 994件 994件 729件 265件 39.8％ 

 

 
郵送回収 インターネット回収 

件数 ％ 件数 ％ 

29歳以下 69件 61.1％ 44件 38.9％ 

30～39歳 106件 62.7％ 63件 37.3％ 

40～49歳 126件 64.0％ 71件 36.0％ 

50～59歳 158件 74.5％ 54件 25.5％ 

60～69歳 156件 84.8％ 28件 15.2％ 

70歳以上 107件 95.5％ 5件 4.5％ 

年齢無回答 7件 100.0％ - - 

全体 729件 73.3％ 265件 26.7％ 

  



2 

 

５．結果の見方 

（１）回答は、各質問の回答者数（n）を基数とした百分率（％）で示してある。小数点第2位を四捨五入している

ため、比率の合計が100.0％にならない場合がある。 

（２）複数回答を求めた質問では、回答比率の合計が100.0％を上回る。 

（３）回答があっても、小数点第2位を四捨五入して0.1％に満たない場合は、図表には「0.0」と表記している場

合がある。 

（４）回答者数（n）が少ない場合は、比率の数字に偏りが生じやすく、厳密な比較をすることは難しいので、お

およその回答の傾向をみることになる。 

（５）報告書における「全国調査」とは、内閣府が令和元年9月に実施した「男女共同参画社会に関する世論

調査」、「奈良県調査」とは、奈良県が令和元年9月に実施した「女性活躍推進に関する意識調査」、「前

回調査」とは、広陵町が平成29年8月に実施した「広陵町男女共同参画に関する意識調査」をそれぞれ指

す。 
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男性

38.8%
女性

59.9%

どちらでもない・答えない

0.4%

無回答

0.9%

(n=994)

11.4

11.6

11.1

17.0

18.0

15.8

19.8

21.0

18.7

21.3

20.8

22.5

18.5

18.2

19.4

11.3

10.4

12.2

0.7

0.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

【性別】

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

Ⅱ 調査結果 

１.あなたのことについて 
（１）性別 

問１ あなたの性別は、どちらですか。（○はひとつ） 

 

回答者の性別は「女性」が59.9％、「男性」が38.8％、「どちらでもない・答えない」が0.4％となっている。 

 

図 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

問２ あなたの年齢は、おいくつですか。（○はひとつ） 

 

全体では「50～59歳」が21.3％で最も高く、次いで「40～49歳」が19.8％、「60～69歳」が18.5％、「30～39

歳」が17.0％となっている。 

性別で見ると、女性は「40～49歳」（21.0％）、男性は「50～59歳」（22.5％）が最も高くなっている。 

 

図 年齢 
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13.5

12.3

15.5

25.4

25.0

26.2

14.5

15.5

13.0

18.7

19.8

17.1

27.4

27.2

28.2

0.6

0.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

【性別】

広陵東

小学校区

広陵西

小学校区

広陵北

小学校区

真美ヶ丘

第一小学校区

真美ヶ丘

第二小学校区

無回答

（３）小学校区 

問３ あなたの居住している小学校区は、どちらですか。（○はひとつ） 

 

全体では「真美ヶ丘第二小学校区」が27.4％で最も高く、次いで「広陵西小学校区」が25.4％、「真美ヶ丘

第一小学校区」が18.7％となっている。 

 

図 小学校区 
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22.4

22.5

22.3

73.9

15.9

14.4

9.7

18.5

25.8

83.7

27.9

11.1

12.6

12.0

10.6

77.6

77.5

77.7

26.1

84.1

85.6

90.3

81.5

74.2

16.3

72.1

88.9

87.4

88.0

89.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

いない いる 無回答

（４）配偶者またはパートナーの有無 

問４ あなたは、配偶者またはパートナーがいますか。（○はひとつ） 

 

全体では「いない」が22.4％、「いる」が77.6％となっている。 

性別で見ると、男女で大きな差は見られない。 

性年齢別で見ると、女性は50～59歳で「いる」が90.3％で他の年齢層と比べて高くなっている。男性は40歳

以上の年齢層はいずれも「いる」が９割弱とほぼ同率となっている。男女とも29歳以下で「いない」が７～８割台

と高くなっている。 

 

図 配偶者またはパートナーの有無 
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3.8

3.2

4.7

1.4

0.0

0.8

0.8

7.4

12.9

9.3

4.9

1.4

1.1

6.7

8.5

22.0

22.4

21.8

2.9

16.8

8.8

19.4

44.4

48.4

9.3

13.1

9.7

16.1

36.0

48.9

59.8

59.3

60.9

73.9

72.9

80.0

60.5

30.6

25.8

67.4

72.1

81.9

64.4

42.7

31.9

10.1

10.8

8.8

15.9

7.5

8.8

12.1

11.1

11.3

7.0

6.6

5.6

11.5

10.7

10.6

3.7

3.9

3.4

2.9

1.9

1.6

7.3

6.5

1.6

4.7

3.3

1.4

5.7

4.0

0.0

0.6

0.5

0.5

2.9

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

2.3

0.0

0.0

1.1

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

一人暮らし 配偶者または

パートナーのみ

二世代世帯

（親と子）

三世代世帯

（親と子と孫）

その他 無回答

（５）世帯構成 

問５ あなたの世帯構成は次のうちどれですか。（○はひとつ） 

 

全体では「二世代世帯（親と子）」が59.8％で最も高く、次いで「配偶者またはパートナーのみ」が22.0％、

「三世代世帯（親と子と孫）」が10.1％、「一人暮らし」が3.8％のみとなっている。 

性別で見ると、男女で大きな差は見られない。 

性年齢別で見ると、男女とも50歳代以下では「二世代世帯（親と子）」の割合が最も高く、70歳以上では「配

偶者またはパートナーのみ」の割合が５割弱を占めている。また、女性は50歳代以下の「一人暮らし」はわず

かですが、男性の29歳以下では約1割となっている。 

 

図 世帯構成 
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21.3

20.0

23.6

76.8

28.0

15.2

6.5

4.6

6.5

83.7

45.9

15.3

9.2

6.7

6.4

13.5

14.5

12.2

15.9

55.1

12.8

0.0

0.0

0.0

4.7

47.5

20.8

0.0

1.3

0.0

9.5

9.6

9.6

0.0

14.0

28.8

3.2

0.9

1.6

2.3

6.6

34.7

5.7

1.3

2.1

4.3

5.0

3.4

0.0

1.9

15.2

7.3

0.0

0.0

0.0

0.0

9.7

6.9

0.0

0.0

10.9

10.8

11.4

1.4

0.0

20.0

29.0

0.0

3.2

0.0

0.0

15.3

34.5

4.0

0.0

37.8

38.0

37.0

1.4

0.9

5.6

54.0

89.8

85.5

0.0

0.0

1.4

40.2

85.3

89.4

2.7

2.2

2.8

4.3

0.0

2.4

0.0

4.6

3.2

9.3

0.0

2.8

3.4

1.3

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

子どもは

いない

就学前 小学生 中学生 高校生

以上の学生

社会人

（無職を含む）

無回答

（６）末子の年齢 

問６ あなたのお子さんのうち一番下のお子さんの年齢はどれにあたりますか。（○はひとつ） 

 

全体では「社会人（無職を含む）」が37.8％で最も高く、次いで「子どもはいない」が21.3％、「就学前」が

13.5％、「高校生以上の学生」が10.9％、「小学生」が9.5％となっている。 

性別で見ると、男性の方が女性よりも「子どもはいない」の割合がやや高くなっている。 

性年齢別で見ると、男女とも30～39歳は「就学前」、40～49歳は「小学生」の割合が最も高くなっており、現

在子育て中の中心世代であるといえる。 

図 末子の年齢 
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72.6

66.2

83.4

75.4

74.8

78.4

79.0

49.1

21.0

90.7

95.1

94.4

97.7

73.3

34.0

27.4

33.8

16.6

24.6

25.2

21.6

21.0

50.9

79.0

9.3

4.9

5.6

2.3

26.7

66.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

仕事をしている 仕事をしていない 無回答

２.あなたの仕事・生活について 
（１）仕事の有無 

問７ あなたは、収入を得る仕事をしていますか（パート、アルバイト等を含む）。（どちらかに○） 

 

全体では「仕事をしている」が72.6％、「仕事をしていない」が27.4％となっている 

性別で見ると、男性の方が女性よりも「仕事をしている」の割合が17.2ポイント高くなっている。 

性年齢別で見ると、女性の60～69歳では「仕事をしている」と「仕事をしていない」の割合がそれぞれ49.1％、

50.9％と拮抗している。 

 

図 仕事の有無 
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48.6

35.5

64.9

51.9

50.0

38.8

29.6

11.3

0.0

53.8

87.9

80.9

76.5

30.9

0.0

7.6

6.6

9.0

3.8

6.3

8.2

8.2

5.7

0.0

5.1

1.7

0.0

3.5

32.7

25.0

28.7

44.9

9.0

36.5

38.8

37.8

52.0

54.7

76.9

41.0

1.7

0.0

3.5

14.5

6.3

10.8

8.4

13.7

0.0

1.3

12.2

9.2

18.9

7.7

0.0

3.4

17.6

14.1

16.4

56.3

4.2

4.6

3.4

7.7

3.8

3.1

1.0

9.4

15.4

0.0

5.2

1.5

2.4

5.5

12.5

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=722)

女性(n=394)

男性(n=322)

29歳以下(n=52)

30～39歳(n=80)

40～49歳(n=98)

50～59歳(n=98)

60～69歳(n=53)

70歳以上(n=13)

29歳以下(n=39)

30～39歳(n=58)

40～49歳(n=68)

50～59歳(n=85)

60～69歳(n=55)

70歳以上(n=16)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

正社員 派遣社員、

契約社員、

嘱託社員

パート、

アルバイト

自営業

（農林業等を含む）、

会社経営

その他 無回答

（２）雇用形態 

問７で「１．仕事をしている」と回答した方にお聞きします。 

問７-１ それは、どのような雇用形態ですか。（○はひとつ） 

 

全体では「正社員」が48.6％で最も高く、次いで「パート、アルバイト」が28.7％、「自営業（農林業等を含む）、

会社経営」が10.8％、「派遣社員、契約社員、嘱託社員」が7.6％となっている。 

性別で見ると、女性は「パート、アルバイト」（44.9％）、男性は「正社員」（64.9％）が最も高くなっている。 

性年齢別で見ると、女性は年齢が高まるにつれて、「正社員」の割合が低くなり、「パート、アルバイト」の割

合が高くなる傾向にある。男性は、30～59歳では「正社員」が7割以上を占めているが、60歳以上では「正社

員」の割合が低くなり、60～69歳では「派遣社員、契約社員、嘱託社員」の占める割合が高くなっている。70歳

以上で「自営業（農林業等を含む）、会社経営」の割合が高いのは、仕事をしている人自体が少なく、農業者

が一定含まれていることによると考えられる。 

 

図 雇用形態 
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73.0

82.9

58.3

88.9

100.0

100.0

92.9

55.7

34.8

71.4

68.2

75.0

68.4

47.0

19.0

25.7

16.5

40.0

5.6

0.0

0.0

6.3

43.2

65.2

28.6

31.8

25.0

30.3

50.0

76.2

1.3

0.7

1.7

5.6

0.0

0.0

0.9

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

3.0

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=771)

女性(n=461)

男性(n=300)

29歳以下(n=18)

30～39歳(n=90)

40～49歳(n=107)

50～59歳(n=112)

60～69歳(n=88)

70歳以上(n=46)

29歳以下(n=7)

30～39歳(n=44)

40～49歳(n=64)

50～59歳(n=76)

60～69歳(n=66)

70歳以上(n=42)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

仕事をしている 仕事をしていない 無回答

（３）配偶者またはパートナーの仕事の有無 

問８ あなたの配偶者またはパートナーは、収入を得る仕事をしていますか（パート、アルバイト等を含む）。

（○はひとつ） 

 

全体では「仕事をしている」が73.0％、「仕事をしていない」が25.7％となっている。 

性別で見ると、女性の方が男性よりも「仕事をしている」の割合が24.6ポイント高くなっている。 

性年齢別で見ると、男女とも60歳以上になると、「仕事をしている」の割合が低くなる傾向にある。 

 

図 配偶者またはパートナーの仕事の有無 
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60.4

73.6

32.6

87.5

91.1

86.0

75.0

26.5

12.5

40.0

56.7

27.1

38.5

16.1

0.0

4.6

5.0

4.0

0.0

1.1

0.9

7.7

16.3

6.3

0.0

0.0

2.1

7.7

6.5

0.0

20.6

5.0

54.3

6.3

1.1

0.9

2.9

18.4

25.0

60.0

43.3

62.5

46.2

61.3

62.5

10.7

13.6

4.0

6.3

4.4

12.1

13.5

26.5

43.8

0.0

0.0

8.3

1.9

3.2

12.5

3.2

2.1

5.1

0.0

1.1

0.0

1.0

10.2

6.3

0.0

0.0

0.0

5.8

12.9

25.0

0.5

0.8

0.0

0.0

1.1

0.0

0.0

2.0

6.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=563)

女性(n=382)

男性(n=175)

29歳以下(n=16)

30～39歳(n=90)

40～49歳(n=107)

50～59歳(n=104)

60～69歳(n=49)

70歳以上(n=16)

29歳以下(n=5)

30～39歳(n=30)

40～49歳(n=48)

50～59歳(n=52)

60～69歳(n=31)

70歳以上(n=8)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

正社員 派遣社員、

契約社員、

嘱託社員

パート、

アルバイト

自営業

（農林業等を含む）、

会社経営

その他 無回答

（４）配偶者またはパートナーの雇用形態 

問８で「１．仕事をしている」と回答した方にお聞きします。 

問８-１ あなたの配偶者またはパートナーは、どのような雇用形態ですか。（○はひとつ） 

 

全体では「正社員」が60.4％で最も高く、次いで「パート、アルバイト」が20.6％、「自営業（農林業等を含む）、

会社経営」が10.7％となっている。 

性別で見ると、女性は「正社員」（73.6％）、男性は「パート、アルバイト」（54.3％）が最も高くなっている。 

性年齢別で見ると、女性は60歳以上になると「正社員」の割合が１～２割台と大きく下がる。男性は30～39

歳では「正社員」が56.7％と高くなっているが、「パート、アルバイト」はいずれの年齢層も４～６割台で概ね一

定である。 

 

図 配偶者またはパートナーの雇用形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



12 

回答者本人と配偶者の雇用形態の組み合わせ状況を見ると、女性では、本人「パート、アルバイト」で配偶

者・パートナー「正社員」が21.3％で最も高く、次いで本人と配偶者・パートナーとも「正社員」が16.9％、本人

「仕事をしていない」で配偶者・パートナー「正社員」が15.6％、本人と配偶者・パートナーとも「仕事をしていな

い」が10.8％となっている。 

男性は、本人「正社員」で配偶者・パートナー「パート、アルバイト」が20.0％で最も高く、次いで本人と配偶

者・パートナーとも「正社員」が16.7％、本人「正社員」で配偶者・パートナー「仕事をしていない」が16.3％、本

人と配偶者・パートナーとも「仕事をしていない」が11.7％となっている。 

配偶者同士の雇用形態の組み合わせは、女性（パート、アルバイト）×男性（正社員）、女性（正社員）×男

性（正社員）、女性（無職）×男性（正社員）の順に多く、男女でそれぞれの割合の差はほとんどない。 

 

図 回答者の雇用形態別 配偶者またはパートナーの雇用形態（女性） 

上段：件数 

下段：全体(n=461)を 

    100 とする％ 

配偶者・パートナーの雇用形態 

全
体 

正
社
員 

派
遣
社
員
、
契
約
社

員
、
嘱
託
社
員 

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト 

自
営
業
、
会
社
経
営
、

そ
の
他 

仕
事
を
し
て
い
な
い 

無
回
答 

回
答
者
本
人
の
雇
用
形
態 

全体 
461  281  19  19  60  76  6  

100.0  61.0  4.1  4.1  13.0  16.5  1.3  

正社員 
95  78  2  2  6  7  -  

20.6  16.9  0.4  0.4  1.3  1.5  -  

派遣社員、契約 

社員、嘱託社員 

18  17  -  -  1  -  -  

3.9  3.7  -  -  0.2  -  -  

パート、アルバイト 
149  98  11  10  14  14  2  

32.3  21.3  2.4  2.2  3.0  3.0  0.4  

自営業、会社経営、

その他 

40  16  -  1  17  5  1  

8.7  3.5  -  0.2  3.7  1.1  0.2  

仕事をしていない 
159  72  6  6  22  50  3  

34.5  15.6  1.3  1.3  4.8  10.8  0.7  

※女性で配偶者がいる人（461人）を母数として構成比を算出。 

 

図 回答者の雇用形態別 配偶者またはパートナーの雇用形態（男性） 

上段：件数 

下段：全体(n=300)を 

    100 とする％ 

配偶者・パートナーの雇用形態 

全
体 

正
社
員 

派
遣
社
員
、
契
約
社

員
、
嘱
託
社
員 

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト 

自
営
業
、
会
社
経
営
、

そ
の
他 

仕
事
を
し
て
い
な
い 

無
回
答 

回
答
者
本
人
の
雇
用
形
態 

全体 
300  57  7  95  16  120  5  

100.0  19.0  2.3  31.7  5.3  40.0  1.7  

正社員 
170  50  4  60  5  49  2  

56.7  16.7  1.3  20.0  1.7  16.3  0.7  

派遣社員、契約 

社員、嘱託社員 

22  1  1  8  1  10  1  

7.3  0.3  0.3  2.7  0.3  3.3  0.3  

パート、アルバイト 
9  -  -  4  -  5  -  

3.0  -  -  1.3  -  1.7  -  

自営業、会社経営、

その他 

48  6  2  10  9  21  -  

16.0  2.0  0.7  3.3  3.0  7.0  -  

仕事をしていない 
51  -  -  13  1  35  2  

17.0  -  -  4.3  0.3  11.7  0.7  

※男性で配偶者がいる人（300人）を母数として構成比を算出。 
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※

138分 166分

190分 213分

56分 76分

71分 116分

191分 211分

232分 236分

207分 218分

182分 208分

221分 245分

32分 47分

59分 70分

54分 65分

56分 77分

60分 94分

78分 132分

平均
時間

行為者
平均
時間

13.2

6.7

23.3

29.0

8.4

5.6

1.6

1.9

0.0

34.9

32.8

26.4

31.0

9.3

4.3

16.7

11.6

24.9

15.9

13.1

8.0

12.9

12.0

8.1

23.3

29.5

31.9

24.1

24.0

10.6

11.0

11.4

10.1

2.9

12.1

15.2

16.1

10.2

4.8

7.0

13.1

12.5

5.7

10.7

12.8

10.6

15.8

2.8

1.4

15.0

21.6

17.7

18.5

12.9

0.0

4.9

2.8

2.3

2.7

4.3

6.7

10.9

0.5

0.0

10.3

13.6

12.1

10.2

17.7

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

0.0

5.8

9.1

0.8

1.4

13.1

8.0

12.1

9.3

6.5

0.0

1.6

0.0

0.0

1.3

2.1

7.8

12.4

0.8

7.2

11.2

16.8

15.3

10.2

9.7

0.0

0.0

0.0

2.3

0.0

2.1

6.2

2.2

12.7

14.5

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

25.6

9.8

9.7

16.1

12.0

4.3

8.4

7.4

9.8

21.7

5.6

1.6

4.8

10.2

6.5

4.7

4.9

5.6

8.0

16.0

21.3

13.6

12.4

14.2

5.8

8.4

9.6

7.3

17.6

33.9

4.7

3.3

11.1

10.3

21.3

38.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

1分～

1時間未満

1時間～

2時間未満

2時間～

3時間未満

3時間～

4時間未満

4時間～

5時間未満

5時間～

6時間未満

6時間以上 0分 非該当 無回答

（５）生活時間 

問９ あなたが、日頃の生活のなかで各活動に費やしている時間は１日のうちでどれくらいですか。 ①か

ら③のそれぞれについて時間をお書きください。１時間に満たない場合は分のみお書きください。

また該当しない場合は、「－」を記入してください。 

 

①家事（炊事、買い物、洗濯、掃除等）※買い物等の移動時間を含む。 

全体では「１時間～２時間未満」が16.7％で最も高く、平均時間は138分となっている。 

性別で見ると、女性の方が男性よりも平均時間が134分（２時間以上）多くなっている。 

性年齢別で見ると、女性は40～49歳で平均時間が232分で最大となっている。男性は年齢が高まるにつれ

て、平均時間が高まる傾向にある。 

 

図 家事時間 － 仕事や学校のある日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「平均時間」： 0分・非該当と回答した人も含む平均値 

「行為者平均時間」： その行為を 1分以上行ったと回答した人の平均値 
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193分 206分

247分 257分

111分 124分

100分 131分

271分 274分

291分 291分

274分 277分

236分 239分

258分 266分

61分 76分

124分 130分

130分 136分

111分 120分

112分 131分

109分 134分

平均
時間

行為者
平均
時間

8.5

3.9

15.8

26.1

1.9

0.8

0.8

0.9

0.0

30.2

14.8

18.1

17.2

9.3

8.5

13.2

6.9

22.5

21.7

7.5

4.0

3.2

7.4

1.6

14.0

19.7

22.2

29.9

29.3

10.6

12.9

9.7

17.9

8.7

8.4

13.6

9.7

11.1

3.2

23.3

29.5

12.5

12.6

14.7

19.1

13.8

14.1

13.5

4.3

15.9

14.4

16.1

15.7

14.5

2.3

19.7

20.8

18.4

9.3

2.1

11.5

16.0

4.7

2.9

20.6

17.6

18.5

15.7

14.5

0.0

4.9

9.7

1.1

8.0

2.1

9.6

15.0

1.6

2.9

15.0

18.4

20.2

14.8

11.3

2.3

3.3

1.4

1.1

1.3

0.0

11.6

17.5

2.6

7.2

22.4

24.0

21.0

12.0

9.7

0.0

1.6

2.8

3.4

2.7

4.3

2.4

0.8

4.9

5.8

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

14.0

3.3

2.8

5.7

5.3

0.0

3.2

2.5

4.1

17.4

0.0

0.0

0.8

0.9

1.6

4.7

1.6

1.4

1.1

8.0

10.6

13.5

13.6

12.4

2.9

7.5

7.2

9.7

21.3

43.5

9.3

1.6

8.3

9.2

12.0

42.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

1分～

1時間未満

1時間～

2時間未満

2時間～

3時間未満

3時間～

4時間未満

4時間～

5時間未満

5時間～

6時間未満

6時間以上 0分 非該当 無回答

 

全体では「３時間～４時間未満」が13.8％で最も高く、平均時間は193分となっている。 

性別で見ると、女性の方が男性よりも平均時間が136分（２時間以上）多くなっている。 

性年齢別で見ると、平均時間は男女とも40～49歳（女性291分・男性130分）で最大となっている。 

 

図 家事時間 － 休みの日・仕事や学校のない日 
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4.6

3.5

6.5

0.0

0.0

7.2

6.5

2.8

1.6

0.0

11.5

15.3

5.7

2.7

0.0

9.1

8.7

9.8

0.0

4.7

20.0

13.7

4.6

0.0

0.0

19.7

20.8

8.0

4.0

2.1

4.8

6.1

2.8

2.9

8.4

10.4

4.8

4.6

1.6

2.3

8.2

5.6

1.1

0.0

0.0

2.8

3.7

1.6

0.0

11.2

5.6

0.8

0.9

1.6

0.0

3.3

4.2

0.0

0.0

2.1

2.1

3.2

0.3

2.9

9.3

3.2

0.0

2.8

0.0

0.0

1.6

0.0

0.0

0.0

0.0

2.1

3.2

0.5

2.9

5.6

4.0

0.8

4.6

0.0

0.0

1.6

0.0

1.1

0.0

0.0

3.7

5.7

0.8

4.3

21.5

6.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

0.0

1.3

2.1

22.2

17.3

29.8

31.9

12.1

12.8

23.4

18.5

4.8

53.5

21.3

25.0

41.4

28.0

8.5

23.1

22.5

24.4

44.9

17.8

11.2

27.4

22.2

19.4

30.2

21.3

12.5

21.8

29.3

36.2

25.4

26.1

23.6

10.1

9.3

19.2

22.6

38.9

71.0

14.0

11.5

15.3

20.7

34.7

48.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

1分～

1時間未満

1時間～

2時間未満

2時間～

3時間未満

3時間～

4時間未満

4時間～

5時間未満

5時間～

6時間未満

6時間以上 0分 非該当 無回答

71分 180分

100分 217分

28分 95分

66分 457分

222分 331分

119分 169分

26分 76分

53分 158分

19分 117分

3分 120分

46分 88分

47分 84分

15分 72分

15分 120分

43分 340分

平均
時間

行為者
平均
時間

②育児・介護等※習い事・施設等の送迎時間を含む。 

全体では「非該当」が23.1％、「０分」が22.2％を占め、平均時間は71分となっている。 

性別で見ると、女性の方が男性よりも平均時間が72分（１時間以上）多くなっている。 

性年齢別で見ると、49歳以下の年齢層では性別による平均時間の違いが大きく、女性の30～39歳は平均

時間が222分と長くなっている一方、男性の30～39歳では46分と女性の約5分の１にとどまっている。 

 

図 育児・介護等時間 － 仕事や学校のある日 
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137分 316分

175分 356分

79分 227分

119分 679分

425分 595分

196分 288分

44分 111分

52分 140分

41分 130分

33分 555分

173分 298分

121分 198分

30分 130分

39分 168分

45分 450分

平均
時間

行為者
平均
時間

2.6

2.2

3.4

0.0

0.9

4.0

3.2

2.8

0.0

2.3

4.9

8.3

1.1

2.7

0.0

6.7

8.1

4.9

0.0

3.7

16.0

12.9

5.6

3.2

0.0

6.6

11.1

6.9

1.3

0.0

4.7

4.5

4.9

1.4

1.9

5.6

6.5

7.4

1.6

0.0

6.6

6.9

4.6

6.7

2.1

4.2

3.9

4.9

0.0

1.9

8.0

4.8

1.9

4.8

0.0

9.8

11.1

2.3

4.0

0.0

2.2

1.8

2.8

1.4

3.7

1.6

2.4

0.9

0.0

0.0

6.6

8.3

1.1

0.0

0.0

1.7

2.0

1.3

0.0

6.5

2.4

0.8

0.9

0.0

0.0

1.6

2.8

2.3

0.0

0.0

10.1

13.8

4.4

13.0

46.7

16.8

0.0

1.9

0.0

2.3

16.4

5.6

0.0

1.3

2.1

20.4

16.6

25.9

31.9

10.3

14.4

21.0

16.7

6.5

44.2

13.1

20.8

40.2

25.3

8.5

22.0

20.7

24.1

43.5

15.9

11.2

25.8

19.4

14.5

30.2

24.6

13.9

21.8

28.0

29.8

25.3

26.4

23.3

8.7

8.4

20.0

22.6

42.6

69.4

20.9

9.8

11.1

19.5

30.7

57.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

1分～

1時間未満

1時間～

2時間未満

2時間～

3時間未満

3時間～

4時間未満

4時間～

5時間未満

5時間～

6時間未満

6時間以上 0分 非該当 無回答

 

全体では「非該当」が22.0分、「０分」が20.4％を占め、平均時間は137分となっている。 

性別で見ると、女性の方が男性よりも平均時間が96分（１時間以上）多くなっている。 

性年齢別で見ると、平均時間は男女とも30～39歳（女性425分・男性173分）で最大となっている。 

 

図 育児・介護等時間 － 休みの日・仕事や学校のない日 
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435分 526分

379分 475分

516分 595分

487分 555分

389分 476分

434分 498分

398分 469分

237分 370分

126分 330分

530分 557分

567分 596分

616分 655分

579分 626分

396分 544分

227分 439分

平均
時間

行為者
平均
時間

3.2

3.4

3.1

0.0

5.6

2.4

1.6

7.4

1.6

4.7

4.9

0.0

4.6

2.7

2.1

2.1

2.2

1.8

1.4

2.8

3.2

2.4

1.9

0.0

2.3

1.6

2.8

1.1

1.3

2.1

5.3

6.7

3.1

4.3

3.7

8.0

6.5

10.2

6.5

2.3

1.6

1.4

1.1

5.3

8.5

10.0

14.1

3.6

14.5

16.8

16.0

23.4

5.6

1.6

11.6

0.0

2.8

1.1

4.0

6.4

18.3

18.3

18.4

26.1

20.6

20.0

24.2

11.1

3.2

27.9

27.9

20.8

17.2

14.7

0.0

15.6

13.9

18.7

24.6

19.6

17.6

12.9

6.5

0.0

11.6

24.6

23.6

24.1

14.7

6.4

14.3

5.9

27.5

13.0

6.5

8.8

4.8

1.9

0.0

30.2

34.4

37.5

35.6

14.7

6.4

5.0

5.4

4.7

4.3

7.5

6.4

2.4

7.4

3.2

4.7

3.3

2.8

3.4

9.3

4.3

9.4

10.9

7.0

7.2

9.3

4.8

11.3

17.6

17.7

0.0

1.6

2.8

3.4

12.0

25.5

16.8

19.2

12.2

4.3

7.5

12.8

10.5

30.6

66.1

4.7

0.0

5.6

8.0

21.3

38.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

1分～

2時間未満

2時間～

4時間未満

4時間～

6時間未満

6時間～

8時間未満

8時間～

10時間未満

10時間～

12時間未満

12時間

以上

0分 非該当 無回答

③仕事・学校※通勤・通学時間を含む。 

全体では「８時間～10時間未満」が18.3％で最も高く、平均時間は435分となっている。 

性別で見ると、男性の方が女性よりも平均時間が137分（２時間以上）多くなっている。 

性年齢別で見ると、女性は29歳以下で平均時間が487分で最大となっている。男性は40～49歳で平均時

間が616分で最大となっている。 

 

図 仕事・学校時間 － 仕事や学校のある日 
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26.5

26.5

23.5

14.0

5.5

5.5

3.7

8.8

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

家事や子育てのため

定年退職したため

働く必要がないため

健康上の問題のため

看護や介護のため

学生であるため

休職中のため

その他

無回答 全体(n=272)

【全体】

34.8

13.4

29.4

10.0

7.0

6.0

3.5

10.0

3.5

3.1

64.1

6.3

26.6

1.6

3.1

4.7

6.3

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

女性(n=201)

男性(n=64)

【性別】

（６）仕事をしていない理由 

問７で「２．仕事をしていない」と回答した方にお聞きします。 

※ 仕事をしている方は、問 12へお進みください。 

問 10 あなたが、仕事をしていないのはどうしてですか。（○はいくつでも） 

 

全体では「家事や子育てのため」と「定年退職したため」がともに26.5％で最も高く、次いで「働く必要がない

ため」が23.5％、「健康上の問題のため」が14.0％となっている。 

性別で見ると、男性の方が女性よりも「定年退職したため」の割合が50.7ポイントと大幅に高くなっている。

一方で女性は男性よりも「家事や子育てのため」の割合が31.7ポイント、「働く必要がないため」の割合が23.1

ポイント高くなっている。 

 

図 仕事をしていない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



19 

 

性年齢別で見ると、女性では29歳以下で「学生であるため」、30～59歳で「家事や子育てのため」、60歳以

上で「働く必要がないため」が、他の年齢層と比べて高くなっている。男性では60歳以上で「定年退職したた

め」が高くなっていることに加えて、いずれの年齢層も「健康上の問題のため」が一定数いる。 

 

表 性年齢別 仕事をしていない理由 

 

回
答
者
数
（ｎ
） 

家
事
や
子
育
て
の
た
め 

定
年
退
職
し
た
た
め 

働
く
必
要
が
な
い
た
め 

健
康
上
の
問
題
の
た
め 

看
護
や
介
護
の
た
め 

学
生
で
あ
る
た
め 

休
職
中
の
た
め 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 272  26.5  26.5  23.5  14.0  5.5  5.5  3.7  8.8  2.9  

女
性 

29歳以下 17  11.8  -  5.9  -  -  70.6  5.9  5.9  -  

30～39歳 27  77.8  -  11.1  3.7  -  -  11.1  7.4  -  

40～49歳 27  74.1  -  14.8  14.8  -  -  11.1  7.4  -  

50～59歳 26  50.0  3.8  30.8  11.5  19.2  -  -  11.5  3.8  

60～69歳 55  18.2  23.6  40.0  10.9  12.7  -  -  7.3  9.1  

70歳以上 49  8.2  26.5  42.9  12.2  4.1  -  -  16.3  2.0  

男
性 

29歳以下 4  -  -  -  50.0  -  50.0  25.0  -  -  

30～39歳 3  -  -  -  33.3  -  -  33.3  66.7  -  

40～49歳 4  -  -  -  50.0  -  -  25.0  -  25.0  

50～59歳 2  -  -  -  50.0  -  -  -  50.0  -  

60～69歳 20  -  85.0  10.0  25.0  -  -  -  -  -  

70歳以上 31  6.5  77.4  6.5  19.4  3.2  -  -  3.2  -  

※ 濃い網掛け は全体より 10ポイント以上高い項目。 薄い網掛け は全体より 5ポイント以上高い項目。 

ただし、回答者数(n)が 15件未満の項目は除く 
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17.3

17.9

15.6

82.4

48.1

22.2

0.0

5.5

0.0

75.0

66.7

75.0

50.0

5.0

0.0

22.1

22.4

17.2

17.6

44.4

48.1

30.8

10.9

6.1

0.0

33.3

0.0

0.0

30.0

12.9

38.2

37.8

42.2

0.0

3.7

11.1

30.8

63.6

59.2

0.0

0.0

0.0

0.0

45.0

58.1

17.3

15.4

23.4

0.0

3.7

18.5

34.6

14.5

16.3

25.0

0.0

0.0

50.0

20.0

29.0

5.1

6.5

1.6

0.0

0.0

0.0

3.8

5.5

18.4

0.0

0.0

25.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=272)

女性(n=201)

男性(n=64)

29歳以下(n=17)

30～39歳(n=27)

40～49歳(n=27)

50～59歳(n=26)

60～69歳(n=55)

70歳以上(n=49)

29歳以下(n=4)

30～39歳(n=3)

40～49歳(n=4)

50～59歳(n=2)

60～69歳(n=20)

70歳以上(n=31)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

ぜひ仕事に就きたい できれば仕事に就きたい 仕事に就きたくない わからない 無回答

（７）就労意向の有無 

問 11 あなたは、今後収入を得る仕事に就きたいと思いますか。（○はひとつ） 

 

全体では「仕事に就きたくない」が38.2％で最も高く、次いで「できれば仕事に就きたい」が22.1％、「ぜひ

仕事に就きたい」と「わからない」がともに17.3％となっている。 

性別で見ると、女性の方が男性よりも「できれば仕事に就きたい」の割合が5.2ポイント高く、男性の方が女

性よりも「仕事に就きたくない」の割合が4.4ポイント高くなっている。男性は23.4％が「わからない」と回答して

いる。 

性年齢別で見ると、女性の49歳以下では「ぜひ仕事に就きたい」「できれば仕事に就きたい」の回答が大半

を占めている。女性の60歳以上と男性の70歳以上では「仕事に就きたくない」が６割前後と高くなっている。 

 

図 就労意向の有無 
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30.8

28.0

26.2

23.4

16.8

8.4

4.7

15.9

3.7

3.7

0% 20% 40%

勤務条件が合わない

介護や子育てがある

自分の能力や技能に不安がある

自分の体力や健康に不安がある

希望する業務内容の募集がない

家族の理解や協力が得られない

仕事を探す方法や窓口が分からない

特に問題はない

その他

無回答
全体(n=107)

【全体】

33.3

37.0

30.9

17.3

16.0

11.1

6.2

12.3

3.7

3.7

28.6

0.0

9.5

38.1

23.8

0.0

0.0

28.6

4.8

0.0

0% 20% 40%

女性(n=81)

男性(n=21)

【性別】

（８）仕事に就く上で問題となること 

問 11で「１．ぜひ仕事に就きたい」「２．できれば仕事に就きたい」と回答した方にお聞きします。 

問 11-１ あなたが今後仕事に就く上で問題となることは何ですか。（○はいくつでも） 

 

全体では「勤務条件が合わない」が30.8％で最も高く、次いで「介護や子育てがある」が28.0％、「自分の能

力や技能に不安がある」が26.2％、「自分の体力や健康に不安がある」が23.4％となっている。一方で、「特に

問題はない」は15.9％となっている。 

性別で見ると、女性は「介護や子育てがある」と「自分の能力や技能に不安がある」、男性は「自分の体力

や健康に不安がある」と「希望する業務内容の募集がない」が、それぞれ高くなっている。 

 

図 仕事に就く上で問題となること 
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性年齢別で見ると、女性は30～39歳で「介護や子育てがある」、40～49歳で「自分の能力や技能に不安が

ある」と「家族の理解や協力が得られない」が他の年齢層と比べて特に高くなっている。男性は50～59歳を除

くすべての年齢層で「勤務条件が合わない」と「自分の体力や健康に不安がある」が一定数いる。 

 

表 性年齢別 仕事に就く上で問題となること 

 

回
答
者
数
（ｎ
） 

勤
務
条
件
が
合
わ
な
い 

介
護
や
子
育
て
が
あ
る 

自
分
の
能
力
や
技
能
に

不
安
が
あ
る 

自
分
の
体
力
や
健
康
に

不
安
が
あ
る 

希
望
す
る
業
務
内
容

の
募
集
が
な
い 

家
族
の
理
解
や
協
力
が

得
ら
れ
な
い 

仕
事
を
探
す
方
法
や

窓
口
が
分
か
ら
な
い 

特
に
問
題
は
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 107  30.8  28.0  26.2  23.4  16.8  8.4  4.7  15.9  3.7  3.7  

女
性 

29歳以下 17  29.4  11.8  35.3  11.8  11.8  5.9  11.8  41.2  5.9  -  

30～39歳 25  36.0  64.0  24.0  -  20.0  8.0  -  4.0  -  4.0  

40～49歳 19  31.6  31.6  42.1  31.6  21.1  21.1  5.3  5.3  -  -  

50～59歳 8  50.0  50.0  37.5  37.5  -  12.5  -  -  -  -  

60～69歳 9  22.2  22.2  22.2  22.2  22.2  -  11.1  11.1  11.1  22.2  

70歳以上 3  33.3  -  -  33.3  -  33.3  33.3  -  33.3  -  

男
性 

29歳以下 3  33.3  -  33.3  33.3  -  -  -  -  -  -  

30～39歳 3  33.3  -  33.3  33.3  -  -  -  33.3  -  -  

40～49歳 3  33.3  -  -  33.3  33.3  -  -  33.3  -  -  

50～59歳 1  -  -  -  -  -  -  -  100.0  -  -  

60～69歳 7  28.6  -  -  57.1  57.1  -  -  14.3  -  -  

70歳以上 4  25.0  -  -  25.0  -  -  -  50.0  25.0  -  

※ 濃い網掛け は全体より 10ポイント以上高い項目。 薄い網掛け は全体より 5ポイント以上高い項目。 

ただし、回答者数(n)が 15件未満の項目は除く 
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63.8

63.7

63.7

73.9

67.3

60.0

62.9

72.2

40.3

55.8

60.7

61.1

67.8

72.0

57.4

1.6

1.3

2.1

1.4

2.8

0.0

1.6

0.9

1.6

0.0

3.3

2.8

1.1

0.0

6.4

1.1

0.5

2.1

0.0

0.0

0.0

1.6

0.0

1.6

4.7

0.0

2.8

2.3

0.0

4.3

20.6

20.5

21.2

18.8

12.1

24.8

20.2

13.9

40.3

25.6

14.8

29.2

17.2

21.3

21.3

0.4

0.5

0.3

0.0

0.9

0.0

0.0

0.9

1.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.1

9.7

10.3

9.1

4.3

14.0

12.0

12.9

7.4

6.5

11.6

21.3

4.2

11.5

4.0

2.1

2.8

3.2

1.6

1.4

2.8

3.2

0.8

4.6

8.1

2.3

0.0

0.0

0.0

2.7

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

仕事を持ち、結婚や出産後も仕事を続ける方が良い

結婚を機会に家庭に入り、あとは仕事を持たない方が良い

出産を機会に家庭に入り、あとは仕事を持たない方が良い

出産を機会に退職し、子どもが大きくなったら再び仕事を持つほうが良い

女性は仕事を持たないほうが良い

その他

無回答

（９）女性が仕事を持つことについて 

問 12 あなたは、女性が仕事を持つことについてどのようにお考えですか。（○はひとつ） 

 

全体では「仕事を持ち、結婚や出産後も仕事を続ける方が良い」が63.8％で最も高く、次いで「出産を機会

に退職し、子どもが大きくなったら再び仕事を持つほうが良い」が20.6％、「その他」が9.7％となっている。 

性別で見ると、男女で大きな差は見られない。 

性年齢別で見ると、女性は29歳以下と60～69歳で「仕事を持ち、結婚や出産後も仕事を続ける方が良い」

が、それぞれ７割を超えている。男性は70歳以上を除き、年齢が高まるにつれて、「仕事を持ち、結婚や出産

後も仕事を続ける方が良い」の割合が高くなる傾向にある。 

 

図 女性が仕事を持つことについて 
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63.8

56.2

1.6

2.2

1.1

3.3

20.6

25.8

0.4

0.7

9.7

10.0

2.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

仕事を持ち、結婚や出産後も仕事を続ける方が良い

結婚を機会に家庭に入り、あとは仕事を持たない方が良い

出産を機会に家庭に入り、あとは仕事を持たない方が良い

出産を機会に退職し、子どもが大きくなったら再び仕事を持つほうが良い※

女性は仕事を持たないほうが良い

その他

無回答

■前回調査との比較 

今回調査と前回調査（平成29年度）を比較すると、「出産を機会に退職し、子どもが大きくなったら再び仕事

を持つほうが良い」（今回調査20.6％・前回調査25.8％）は今回調査の方が5.2ポイント低く、「仕事を持ち、結

婚や出産後も仕事を続ける方が良い」（今回調査63.8％・前回調査56.2％）は今回調査の方が7.6ポイント高く

なっている。 

 

図 女性が仕事を持つことについて（前回調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「出産を機会に退職し、子どもが大きくなったら再び仕事を持つほうが良い」は前回調査では「出産を機会に退職し、育児終了

後再び仕事を持つほうが良い」 
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90.6

80.7

71.7

69.6

50.3

30.8

29.1

25.8

2.1

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫やパートナー、家族

の理解、協力があること

職場の理解や協力があること

育児や介護等、休業が取得

しやすい職場環境であること

保育、子育て施設の充実

育児や介護のため退職しても

再雇用される制度があること

介護施設の充実

仕事の上での悩み事を何でも

相談できる場や窓口があること

女性自身の意識改革

その他

無回答
全体(n=994)

【全体】

92.4

83.2

74.5

71.8

51.6

32.8

28.6

22.9

2.0

1.8

88.1

77.5

67.9

66.6

47.9

27.7

29.8

29.8

2.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性(n=595)

男性(n=386)

【性別】

（10）女性が仕事を続けるために必要なこと 

問 13 女性が仕事を続けるために必要なことは、どのようなことだと思いますか。（○はいくつでも） 

 

全体では「夫やパートナー、家族の理解、協力があること」が90.6％で最も高く、次いで「職場の理解や協

力があること」が80.7％、「育児や介護等、休業が取得しやすい職場環境であること」が71.7％、「保育、子育

て施設の充実」が69.6％となっている。 

性別で見ると、上位６項目は女性の割合が男性よりもやや高くなっている。 

 

図 女性が仕事を続けるために必要なこと 
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90.6

80.7

71.7

69.6

50.3

30.8

29.1

25.8

2.1

1.4

90.0

78.4

67.4

72.1

52.2

45.0

22.3

1.1

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫やパートナー、家族

の理解、協力があること

職場の理解や協力があること

育児や介護等、休業が取得

しやすい職場環境であること

保育、子育て施設の充実

育児や介護のため退職しても

再雇用される制度があること

介護施設の充実

仕事の上での悩み事を何でも

相談できる場や窓口があること

女性自身の意識改革

その他

無回答
今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

※

※

 

性年齢別で見ると、女性は29歳以下で「職場の理解や協力があること」と「育児や介護等、休業が取得しや

すい職場環境であること」、30～39歳で「保育、子育て施設の充実」、50～59歳で「介護施設の充実」の割合

が、他の年齢層と比べて高くなっている。男性は30～39歳で「保育、子育て施設の充実」と「仕事の上での悩

み事を何でも相談できる場や窓口があること」、70歳以上で「女性自身の意識改革」が、他の年齢層と比べて

高くなっている。 

表 性年齢別 女性が仕事を続けるために必要なこと 

 

回
答
者
数
（ｎ
） 

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
、
家

族
の
理
解
、
協
力
が
あ

る
こ
と 

職
場
の
理
解
や
協
力
が

あ
る
こ
と 

育
児
や
介
護
等
、
休
業

が
取
得
し
や
す
い
職
場

環
境
で
あ
る
こ
と 

保
育
、
子
育
て
施
設
の

充
実 

育
児
や
介
護
の
た
め
退

職
し
て
も
再
雇
用
さ
れ

る
制
度
が
あ
る
こ
と 

介
護
施
設
の
充
実 

仕
事
の
上
で
の
悩
み
事

を
何
で
も
相
談
で
き
る

場
や
窓
口
が
あ
る
こ
と 

女
性
自
身
の
意
識
改

革 そ
の
他 

無
回
答 

全体 994  90.6  80.7  71.7  69.6  50.3  30.8  29.1  25.8  2.1  1.4  

女
性 

29歳以下 69  94.2  92.8  87.0  82.6  53.6  29.0  37.7  20.3  1.4  1.4  

30～39歳 107  93.5  89.7  78.5  85.0  58.9  21.5  30.8  16.8  3.7  0.9  

40～49歳 125  91.2  89.6  77.6  77.6  51.2  36.0  27.2  24.8  3.2  0.8  

50～59歳 124  96.8  81.5  77.4  70.2  54.0  44.4  30.6  23.4  -  0.8  

60～69歳 108  91.7  75.9  62.0  60.2  42.6  34.3  24.1  26.9  1.9  2.8  

70歳以上 62  83.9  64.5  62.9  48.4  48.4  24.2  21.0  24.2  1.6  6.5  

男
性 

29歳以下 43  81.4  79.1  65.1  62.8  48.8  23.3  27.9  18.6  2.3  -  

30～39歳 61  88.5  85.2  80.3  86.9  55.7  29.5  39.3  31.1  1.6  -  

40～49歳 72  86.1  79.2  69.4  72.2  51.4  22.2  33.3  31.9  2.8  -  

50～59歳 87  92.0  77.0  63.2  60.9  46.0  31.0  26.4  26.4  1.1  -  

60～69歳 75  89.3  74.7  72.0  69.3  48.0  33.3  30.7  30.7  2.7  2.7  

70歳以上 47  87.2  68.1  53.2  42.6  36.2  21.3  19.1  40.4  4.3  -  

※ 濃い網掛け は全体より 10ポイント以上高い項目。 薄い網掛け は全体より 5ポイント以上高い項目。 

 

 

図 女性が仕事を続けるために必要なこと（前回調査との比較） 

■前回調査との比較 

今回調査と前回調査（平成29年度）を比較すると、

「夫やパートナー、家族の理解、協力があること」「職

場の理解や協力があること」「育児や介護等、休業が

取得しやすい職場環境であること」「女性自身の意識

改革」は、いずれも今回調査の方がやや高くなって

いる。一方、「介護施設の充実」（今回調査30.8％・前

回調査45.0％）は、今回調査の方が14.2ポイント低く

なっている。 

 

 

 

 

※「夫やパートナー、家族の理解、協力があること」は前回調査

では「夫や家族の理解、協力があること」 

※「仕事の上での悩み事を何でも相談できる場や窓口があること」

は今回調査のみの項目  
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50.7

2.5

1.4

4.7

1.7

11.3

1.4

5.8

0.1

0.1

1.0

10.5

27.1

3.1

0.6

5.1

2.7

8.8

2.6

6.2

0.3

0.6

1.0

14.0

16.6

16.2

10.0

21.1

23.5

21.8

25.9

20.0

23.9

34.4

21.7

37.6

1.0

18.9

20.4

23.6

27.1

17.5

25.8

15.0

27.1

22.3

9.5

11.2

2.1

57.6

65.5

43.8

43.5

38.9

42.5

50.5

25.6

19.8

12.6

13.4

1.0

0.3

0.4

0.4

0.3

0.3

0.4

1.2

19.8

19.7

49.7

11.4

1.4

1.4

1.7

1.3

1.3

1.4

1.3

1.3

3.2

3.0

4.5

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=771)

(n=771)

(n=771)

(n=771)

(n=771)

(n=771)

(n=771)

(n=771)

(n=771)

(n=771)

(n=771)

(n=771)

生活費の確保

洗濯

①

②

料理

食事の後片付け

③

④

掃除

ゴミ出し

⑤

⑥

日常の買い物

家計管理

⑦

⑧

子どもの世話⑨

しつけ・教育

介護

⑩

⑪

地域活動への参加⑫

主に

男性が担う

どちらかといえば

男性が担う

男女が

同じ程度

どちらかといえば

女性が担う

主に

女性が担う

該当しない 無回答

（11）家庭における役割分担 

問 14 家庭におけるさまざまな役割について、おたずねします。あなたの家庭では以下のことがらをどの

ように分担していますか。①から⑫のそれぞれについて一番近いと思われる番号に〇をつけてくだ

さい。（各項目○はひとつ） 

※配偶者やパートナーのいない方は、問 14-１へお進みください。 

 

全体では「①生活費の確保」を除くすべての項目で、『女性が担う』（「主に女性が担う」「どちらかといえば

女性が担う」の割合の合計）が『男性が担う』（「主に男性が担う」「どちらかといえば男性が担う」の割合の合計）

よりも高く、特に「③料理」は『女性が担う』が85.9％と高くなっている。一方で「①生活費の確保」は『男性が担

う』が77.8％と高くなっており、「⑫地域活動への参加」は『男性が担う』と『女性が担う』が拮抗し、「男女が同じ

程度」が37.6％となっている。 

 

図 家庭における役割分担 
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48.2

55.7

2.8

2.0
1.3

1.7

4.1

5.3

1.7

1.7

9.5

14.0

1.5

1.3

3.9

9.0

0.0

0.3
0.0

0.3
0.7

1.7

8.0

14.3

26.2

28.3

2.8

3.7

0.9

0.3

3.7

7.3

2.0

4.0

9.5

8.0

1.5

4.0

6.5

5.7

0.4

0.0
0.7

0.7
0.2

2.3

11.5

17.7

18.9

12.7

15.8

17.0

9.5

10.7

15.4

30.3

18.7

31.0

17.6

28.3

21.5

33.0

18.4

22.7

21.0

28.7

29.1

43.7

18.4

27.3

34.9

42.0

1.3

0.7

14.1

25.3

16.5

26.0

21.7

26.0

23.6

32.3

15.4

20.3

24.3

28.3

12.6

18.3

25.4

30.0

23.0

21.0

9.1

9.3

12.8

8.7

2.8

1.0

62.9

50.7

69.4

60.3

52.9

30.7

52.3

30.3

46.0

28.7

49.2

32.7

55.7

43.0

32.1

16.0

26.0

11.0

15.8

8.0

18.2

6.3

1.1

1.0
0.4

0.0
0.7

0.0
0.7

0.0
0.4

0.0
0.4

0.0
0.7

0.0
1.5

0.7

17.6

22.7

17.8

21.7

49.9

49.3

12.4

10.0

1.5

0.7
1.1

1.3
1.7

1.0
1.5

0.3
1.3

0.7
1.5

0.7
1.3

0.7
1.3

0.7

3.5

2.3

3.5

1.7

5.9

2.0
2.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性(n=461)

男性(n=300)

女性(n=461)

男性(n=300)

女性(n=461)

男性(n=300)

女性(n=461)

男性(n=300)

女性(n=461)

男性(n=300)

女性(n=461)

男性(n=300)

女性(n=461)

男性(n=300)

女性(n=461)

男性(n=300)

女性(n=461)

男性(n=300)

女性(n=461)

男性(n=300)

女性(n=461)

男性(n=300)

女性(n=461)

男性(n=300)

生活費の確保

洗濯

①

②

料理

食事の後片付け

③

④

掃除

ゴミ出し

⑤

⑥

日常の買い物

家計管理

⑦

⑧

子どもの世話⑨

しつけ・教育

介護

⑩

⑪

地域活動への参加⑫

主に

男性が担う

どちらかといえば

男性が担う

男女が

同じ程度

どちらかといえば

女性が担う

主に

女性が担う

該当しない 無回答

 

性別で見ると、女性の方が男性よりも『女性が担う』の割合が特に高い項目として、「④食事の後片付け」

「⑩しつけ・教育」「⑫地域活動への参加」がある。一方で男性の方が女性よりも『男性が担う』の割合が特に高

い項目として「①生活費の確保」と「⑫地域活動への参加」がある。 

 

図 性別 家庭における役割分担 
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17.9

0.5

0.2

1.1

1.0

4.2

0.2

1.0

0.1

0.1

0.2

2.8

36.5

1.6

0.3

5.1

1.3

8.4

0.9

2.3

0.2

0.6

1.5

9.0

37.8

56.8

52.7

71.6

74.4

68.4

58.7

54.7

73.3

82.9

80.5

77.0

0.7

28.6

32.8

13.0

13.8

9.4

28.4

26.8

15.3

6.3

7.3

2.7

0.5

5.4

7.0

2.3

2.5

2.7

5.1

8.1

3.0

2.1

2.5

1.3

6.5

7.0

6.9

6.8

6.9

6.9

6.7

7.0

8.0

7.9

7.9

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

生活費の確保

洗濯

①

②

料理

食事の後片付け

③

④

掃除

ゴミ出し

⑤

⑥

日常の買い物

家計管理

⑦

⑧

子どもの世話⑨

しつけ・教育

介護

⑩

⑪

地域活動への参加⑫

主に

男性が担う

どちらかといえば

男性が担う

男女が

同じ程度

どちらかといえば

女性が担う

主に

女性が担う

無回答

（12）望ましい家庭における役割分担 

問14-１ あなたは以下のことがらをどのように分担するのが良いと思いますか。①から⑫のそれぞれにつ

いて一番近いと思われる番号に〇をつけてください。（各項目○はひとつ） 

※配偶者やパートナーのいない方も、次のことがどなたの役割だとお考えか、お答えください。 

 

全体では「男女が同じ程度」の割合が特に高い項目として、「⑩しつけ・教育」が82.9％、「⑪介護」が80.5％、

「⑫地域活動への参加」が77.0％、「⑤掃除」が74.4％となっている。一方で『女性が担う』の割合が特に高い

項目として「③料理」が39.8％、「⑧家計管理」が34.9％、「②洗濯」が34.0％となり、「①生活費の確保」は『男

性が担う』が54.4％となっている。 

 

図 望ましい家庭における役割分担 
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15.8

21.5

0.7

0.3
0.2

0.3
0.3

2.3
0.7

1.6

3.4

5.4

0.3

0.0
0.7

1.6
0.0

0.3
0.0

0.3
0.2

0.3
2.2

3.9

36.3

37.0

1.0

2.6
0.0

0.8

4.2

6.5

0.8

2.1

8.1

9.1

0.2

1.8
1.8

3.1

0.2

0.3
0.8

0.3
0.8

2.6

7.1

11.7

40.3

34.2

59.7

52.8

58.0

44.8

75.5

66.3

76.3

72.3

70.8

65.0

59.0

58.0

56.0

52.8

75.3

70.7

84.2

81.6

82.9

77.5

79.5

73.6

0.5

0.8

27.4

30.6

28.7

39.1

11.3

15.5

13.6

13.7

8.7

10.4

29.1

28.0

27.4

25.9

14.8

16.1

5.7

7.0

5.4

10.1

2.7

2.8

0.8

0.0

4.5

7.0

6.4

8.3

2.0

2.8
2.0

3.4

2.5

3.1

5.0

5.4

7.4

9.6

1.5

5.4

1.0

3.9

2.5

2.6
1.3

1.3

6.2

6.5

6.7

6.7

6.7

6.7

6.7

6.5

6.6

7.0

6.6

7.0

6.4

6.7

6.7

7.0

8.2

7.3

8.2

7.0

8.2

7.0

7.2

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

生活費の確保

洗濯

①

②

料理

食事の後片付け

③

④

掃除

ゴミ出し

⑤

⑥

日常の買い物

家計管理

⑦

⑧

子どもの世話⑨

しつけ・教育

介護

⑩

⑪

地域活動への参加⑫

主に

男性が担う

どちらかといえば

男性が担う

男女が

同じ程度

どちらかといえば

女性が担う

主に

女性が担う

無回答

 

性別で見ると、女性の方が男性よりも『女性が担う』の割合が「③料理」で12.3ポイント、「②洗濯」で5.7ポイ

ント高く、男性の方が女性よりも『男性が担う』の割合が「①生活費の確保」で6.4ポイント高くなっている。 

 

図 性別 望ましい家庭における役割分担 
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1.26 

1.19 

1.39 

1.00 

1.23 

1.24 

1.19 

1.11 

1.18 

1.43 

1.27 

1.48 

1.51 

1.33 

1.27 

0.76 

0.70 

0.85 

0.57 

0.77 

0.67 

0.69 

0.68 

0.86 

0.70 

0.68 

0.85 

0.86 

0.91 

1.09 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

全体

(n=現実771・理想994)

女性

(n=461・595)

男性

(n=300・386)

29歳以下

(n=18・69)

30～39歳

(n=90・107)

40～49歳

(n=107・125)

50～59歳

(n=112・124)

60～69歳

(n=88・108)

70歳以上

(n=46・62)

29歳以下

(n=7・43)

30～39歳

(n=44・61)

40～49歳

(n=64・72)

50～59歳

(n=76・87)

60～69歳

(n=66・75)

70歳以上

(n=42・47)

現実 理想

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

女性

が担う

男性

が担う

男女

が同じ
← →

-1.28 

-1.33 

-1.21 

-0.75 

-0.96 

-1.50 

-1.60 

-1.36 

-1.20 

-1.14 

-0.70 

-1.21 

-1.36 

-1.41 

-1.17 

-0.40 

-0.37 

-0.44 

-0.31 

-0.22 

-0.32 

-0.45 

-0.43 

-0.53 

-0.23 

-0.30 

-0.24 

-0.53 

-0.58 

-0.83 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

現実 理想

女性

が担う

男性

が担う

男女

が同じ
← →

-1.51 

-1.56 

-1.44 

-1.31 

-1.58 

-1.59 

-1.56 

-1.59 

-1.42 

-1.00 

-1.45 

-1.41 

-1.59 

-1.48 

-1.24 

-0.50 

-0.44 

-0.58 

-0.40 

-0.40 

-0.41 

-0.35 

-0.51 

-0.68 

-0.37 

-0.44 

-0.46 

-0.65 

-0.74 

-0.84 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

現実 理想

女性

が担う

男性

が担う

男女

が同じ
← →

 

 

加重平均で見ると、全体では「⑫地域活動への参加」を除くすべての項目で、現実よりも理想（望ましい家

庭）の方が「男女が同じ」の割合が高く、この傾向は性別や性年齢別も概ね同様である。一方で「⑫地域活動

への参加」は全体では「男性が担う」ことを理想とする割合がやや高く、女性は現実では「女性が担う」、男性

は現実では「男性が担う」の割合がそれぞれ高くなっている。 

 

図 性年齢別 望ましい家庭における役割分担と実際の役割分担 

 ①生活費の確保 ②洗濯 ③料理 

 

 

 

 

  

性年齢別に望ましい家庭における役割分担と実際の役割分担を比較するにあたって加重平均による点

数化を行っている。加重平均値は「主に男性が担う」に 2点、「どちらかといえば男性が担う」に 1点、「男

女が同じ程度」に 0点、「どちらかといえば女性が担う」に-1点、「主に女性が担う」に-2点のウェイトを乗

じて平均値を算出したもので、図中左側（マイナス）に近いほど「女性が担う」、右側（プラス）に近いほど

「男性が担う」、中心（0.00)に近いほど「男女が同じ」の割合が高いことを示している。 
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-0.99 

-1.18 

-0.70 

-0.81 

-0.72 

-1.42 

-1.34 

-1.27 

-1.11 

-0.29 

-0.41 

-0.69 

-0.83 

-0.75 

-0.81 

-0.11 

-0.11 

-0.11 

-0.03 

-0.06 

-0.07 

-0.14 

-0.18 

-0.24 

0.05 

-0.02 

-0.09 

-0.10 

-0.14 

-0.37 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

全体

(n=現実771・理想994)

女性

(n=461・595)

男性

(n=300・386)

29歳以下

(n=18・69)

30～39歳

(n=90・107)

40～49歳

(n=107・125)

50～59歳

(n=112・124)

60～69歳

(n=88・108)

70歳以上

(n=46・62)

29歳以下

(n=7・43)

30～39歳

(n=44・61)

40～49歳

(n=64・72)

50～59歳

(n=76・87)

60～69歳

(n=66・75)

70歳以上

(n=42・47)

現実 理想

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

女性

が担う

男性

が担う

男女

が同じ
← →

-1.10 

-1.25 

-0.86 

-0.56 

-1.14 

-1.45 

-1.37 

-1.17 

-1.07 

-0.57 

-0.48 

-0.89 

-1.05 

-1.05 

-0.69 

-0.17 

-0.17 

-0.16 

-0.03 

-0.14 

-0.15 

-0.21 

-0.18 

-0.30 

0.00 

-0.11 

-0.21 

-0.19 

-0.20 

-0.23 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

現実 理想

女性

が担う

男性

が担う

男女

が同じ
← →

-0.65 

-0.80 

-0.42 

0.31 

-0.38 

-1.06 

-1.24 

-0.64 

-0.70 

0.14 

0.09 

-0.51 

-0.71 

-0.45 

-0.31 

0.02 

0.01 

0.04 

0.10 

0.11 

-0.02 

-0.05 

-0.02 

-0.04 

0.12 

0.18 

0.06 

-0.04 

0.00 

-0.07 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

現実 理想

女性

が担う

男性

が担う

男女

が同じ
← →

 

 ④食事の後片付け ⑤掃除 ⑥ゴミ出し 
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-1.07 

-1.21 

-0.88 

-1.00 

-1.21 

-1.43 

-1.24 

-1.06 

-0.91 

-0.29 

-1.14 

-0.94 

-0.95 

-0.78 

-0.64 

-0.40 

-0.41 

-0.40 

-0.39 

-0.47 

-0.41 

-0.40 

-0.34 

-0.48 

-0.30 

-0.44 

-0.28 

-0.50 

-0.41 

-0.42 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

全体

(n=現実771・理想994)

女性

(n=461・595)

男性

(n=300・386)

29歳以下

(n=18・69)

30～39歳

(n=90・107)

40～49歳

(n=107・125)

50～59歳

(n=112・124)

60～69歳

(n=88・108)

70歳以上

(n=46・62)

29歳以下

(n=7・43)

30～39歳

(n=44・61)

40～49歳

(n=64・72)

50～59歳

(n=76・87)

60～69歳

(n=66・75)

70歳以上

(n=42・47)

現実 理想

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

女性

が担う

男性

が担う

男女

が同じ
← →

-1.01 

-1.13 

-0.82 

-0.40 

-1.00 

-1.23 

-1.22 

-1.15 

-1.13 

-0.86 

-0.35 

-0.90 

-0.96 

-0.88 

-0.88 

-0.42 

-0.42 

-0.42 

-0.41 

-0.43 

-0.40 

-0.43 

-0.32 

-0.59 

-0.42 

-0.42 

-0.22 

-0.53 

-0.41 

-0.53 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

現実 理想

女性

が担う

男性

が担う

男女

が同じ
← →

-1.01 

-1.13 

-0.82 

-0.73 

-0.95 

-1.20 

-1.23 

-1.17 

-1.10 

-0.20 

-0.68 

-0.88 

-0.85 

-0.84 

-0.88 

-0.23 

-0.19 

-0.28 

-0.16 

-0.16 

-0.20 

-0.14 

-0.22 

-0.35 

-0.16 

-0.19 

-0.19 

-0.36 

-0.38 

-0.36 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

現実 理想

女性

が担う

男性

が担う

男女

が同じ
← →

 

 ⑦日常の買い物 ⑧家計管理 ⑨子どもの世話 
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-0.79 

-0.94 

-0.54 

-0.57 

-0.87 

-1.03 

-0.97 

-1.02 

-0.76 

0.00 

-0.65 

-0.60 

-0.55 

-0.44 

-0.54 

-0.11 

-0.08 

-0.15 

-0.12 

-0.10 

-0.07 

-0.04 

-0.08 

-0.06 

-0.05 

-0.21 

-0.15 

-0.13 

-0.14 

-0.24 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

全体

(n=現実771・理想994)

女性

(n=461・595)

男性

(n=300・386)

29歳以下

(n=18・69)

30～39歳

(n=90・107)

40～49歳

(n=107・125)

50～59歳

(n=112・124)

60～69歳

(n=88・108)

70歳以上

(n=46・62)

29歳以下

(n=7・43)

30～39歳

(n=44・61)

40～49歳

(n=64・72)

50～59歳

(n=76・87)

60～69歳

(n=66・75)

70歳以上

(n=42・47)

現実 理想

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

女性

が担う

男性

が担う

男女

が同じ
← →

-0.69 

-0.89 

-0.40 

-0.33 

-0.53 

-1.03 

-0.85 

-1.09 

-0.68 

0.00 

-0.11 

-0.61 

-0.47 

-0.32 

-0.36 

-0.11 

-0.10 

-0.13 

-0.06 

-0.16 

-0.12 

-0.05 

-0.08 

-0.13 

-0.02 

-0.09 

-0.18 

-0.14 

-0.20 

-0.10 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

現実 理想

女性

が担う

男性

が担う

男女

が同じ
← →

-0.03 

-0.25 

0.28 

-0.50 

-0.03 

-0.39 

-0.26 

-0.27 

-0.21 

-0.17 

0.65 

0.09 

0.16 

0.40 

0.33 

0.10 

0.07 

0.15 

-0.03 

0.00 

0.06 

0.22 

0.08 

-0.02 

0.05 

0.16 

0.13 

0.08 

0.26 

0.23 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

現実 理想

女性

が担う

男性

が担う

男女

が同じ
← →

 

 ⑩しつけ・教育 ⑪介護 ⑫地域活動への参加 
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74.4

67.1

53.1

38.6

28.2

25.8

16.9

0.8

1.7

4.0

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

夫婦や家族間のコミュニケーションをはかる

男女が共同で家事に関わることに対する、

男女それぞれの抵抗感をなくす

労働時間の短縮や休暇制度の普及により、

仕事以外の時間の拡大をはかる

まわりの人が、夫婦の役割分担等

について当事者の考え方を尊重する

男女が共同で家事等に関われる

ような啓発や情報提供を行う

家事育児について男女とも

に相談しやすい窓口を設ける

研修や講座の開催により、男女が共同で

家事等に関われるように知識や技能を高める

特に必要なことはない

わからない

その他

無回答 全体(n=994)

【全体】

76.8

72.9

54.6

43.2

28.9

25.4

18.3

0.2

1.3

4.0

1.5

71.8

58.8

51.3

32.1

26.4

26.4

15.0

1.8

1.8

3.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80%

女性(n=595)

男性(n=386)

【性別】

（13）男女が共同で家事、子育て、介護に積極的に参加していくために必要なこと 

問 15 今後、男女が共同で、家事、子育て、介護に積極的に参加していくためには、どのようなことが必要

だと思いますか。（○はいくつでも） 

 

全体では「夫婦や家族間のコミュニケーションをはかる」が74.4％で最も高く、次いで「男女が共同で家事に

関わることに対する、男女それぞれの抵抗感をなくす」が67.1％、「労働時間の短縮や休暇制度の普及により、

仕事以外の時間の拡大をはかる」が53.1％となっている。 

性別で見ると、女性の方が男性よりも「男女が共同で家事に関わることに対する、男女それぞれの抵抗感を

なくす」の割合が14.1ポイント、「まわりの人が、夫婦の役割分担等について当事者の考え方を尊重する」の割

合が11.1ポイント高くなっている。 

 

図 男女が共同で家事、子育て、介護に積極的に参加していくために必要なこと 
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性年齢別で見ると、女性は29歳以下で「夫婦や家族間のコミュニケーションをはかる」「男女が共同で家事

に関わることに対する、男女それぞれの抵抗感をなくす」「労働時間の短縮や休暇制度の普及により、仕事以

外の時間の拡大をはかる」「まわりの人が、夫婦の役割分担等について当事者の考え方を尊重する」「家事育

児について男女ともに相談しやすい窓口を設ける」の５項目が高くなっており、70歳以上で「男女が共同で家

事等に関われるような啓発や情報提供を行う」「研修や講座の開催により、男女が共同で家事等に関われるよ

うに知識や技能を高める」が高くなっている。男性は30～39歳で「家事育児について男女ともに相談しやすい

窓口を設ける」の割合が、他の年齢層と比べて特に高くなっている。 

 

表 性年齢別 男女が共同で家事、子育て、介護に積極的に参加していくために必要なこと 

 

回
答
者
数
（ｎ
） 

夫
婦
や
家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
は
か
る 

男
女
が
共
同
で
家
事
に
関
わ
る
こ

と
に
対
す
る
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の

抵
抗
感
を
な
く
す 

労
働
時
間
の
短
縮
や
休
暇
制
度
の

普
及
に
よ
り
、
仕
事
以
外
の
時
間

の
拡
大
を
は
か
る 

ま
わ
り
の
人
が
、
夫
婦
の
役
割
分

担
等
に
つ
い
て
当
事
者
の
考
え
方

を
尊
重
す
る 

男
女
が
共
同
で
家
事
等
に
関
わ
れ

る
よ
う
な
啓
発
や
情
報
提
供
を
行

う 家
事
育
児
に
つ
い
て
男
女
と
も
に

相
談
し
や
す
い
窓
口
を
設
け
る 

研
修
や
講
座
の
開
催
に
よ
り
、
男

女
が
共
同
で
家
事
等
に
関
わ
れ
る

よ
う
に
知
識
や
技
能
を
高
め
る 

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 994  74.4  67.1  53.1  38.6  28.2  25.8  16.9  0.8  1.7  4.0  1.1  

女
性 

29歳以下 69  85.5  82.6  68.1  52.2  26.1  37.7  20.3  -  -  5.8  1.4  

30～39歳 107  82.2  73.8  63.6  45.8  29.9  23.4  12.1  -  1.9  4.7  0.9  

40～49歳 125  74.4  70.4  55.2  40.8  27.2  21.6  13.6  -  1.6  4.8  1.6  

50～59歳 124  71.8  62.1  52.4  42.7  27.4  20.2  21.8  0.8  1.6  5.6  1.6  

60～69歳 108  72.2  78.7  45.4  34.3  29.6  25.9  17.6  -  0.9  1.9  1.9  

70歳以上 62  80.6  77.4  43.5  50.0  35.5  32.3  30.6  -  1.6  -  1.6  

男
性 

29歳以下 43  65.1  65.1  44.2  41.9  23.3  20.9  14.0  -  2.3  7.0  -  

30～39歳 61  70.5  57.4  57.4  47.5  34.4  42.6  18.0  3.3  -  6.6  -  

40～49歳 72  69.4  59.7  61.1  36.1  25.0  23.6  12.5  2.8  1.4  2.8  -  

50～59歳 87  70.1  50.6  49.4  16.1  17.2  17.2  11.5  2.3  1.1  6.9  -  

60～69歳 75  74.7  65.3  53.3  34.7  32.0  30.7  17.3  1.3  4.0  -  1.3  

70歳以上 47  80.9  57.4  34.0  23.4  29.8  25.5  19.1  -  2.1  -  2.1  

※ 濃い網掛け は全体より 10ポイント以上高い項目。 薄い網掛け は全体より 5ポイント以上高い項目。 
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93.2

56.4

64.9

85.6

81.2

88.3

84.9

83.3

66.1

5.7

37.1

32.1

12.2

16.3

10.2

12.2

13.6

29.6

0.6

5.2

2.1

1.5

1.8

0.7

1.8

1.9

3.5

0.5

1.2

0.9

0.7

0.7

0.8

1.1

1.2

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

なぐる、ける、物を投げる

何を言っても長時間無視し

続ける

①

②

大声でどなる

「誰のおかげで生活できるん

だ」「甲斐性なし」などの人格

を否定するような言葉を言う

③

④

なぐるふりをして、おどす

いやがっているのに性的な

行為を強要する

⑤

⑥

見たくないのに性的な動画

を見せる

生活費を渡さない、働かせ

ない

⑦

⑧

交友関係や行き先、電話・

メールなどを細かく監視する
⑨

どんな場合でも

暴力にあたると思う

暴力にあたる場合もそう

でない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない 無回答

３.ＤＶやハラスメントについて 
（１）ＤＶについての認識 

問 16 あなたは、次のようなことが配偶者・パートナーや恋人の間で行われた場合、暴力だと思いますか。

（○はそれぞれ１つ） 

 

全体では多くの項目で「どんな場合でも暴力にあたると思う」が８割以上を占める一方で、「②何を言っても

長時間無視し続ける」「③大声でどなる」「⑨交友関係や行き先、電話・メールなどを細かく監視する」の３項目

は「暴力にあたる場合もそうでない場合もあると思う」が３割前後を占めている。 

 

図 ＤＶについての認識 
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93.1

93.3

58.0

53.4

70.1

57.0

87.4

82.9

83.4

78.2

90.9

84.2

86.6

82.4

85.7

80.1

71.4

57.8

5.5

6.2

35.6

40.2

27.2

39.6

9.9

15.8

13.4

20.5

6.9

15.5

9.6

16.3

11.1

17.1

24.7

37.3

0.8

0.3

5.0

5.7

1.8

2.6

1.8

1.0

2.4

1.0

1.2

0.0

2.5

0.8

1.8

2.1

3.0

4.4

0.5

0.3

1.3

0.8

0.8

0.8

0.8

0.3

0.8

0.3

1.0

0.3

1.3

0.5

1.3

0.8

0.8

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

なぐる、ける、物を投げ

る

何を言っても長時間無

視し続ける

①

②

大声でどなる

「誰のおかげで生活でき

るんだ」「甲斐性なし」な

どの人格を否定するよう

な言葉を言う

③

④

なぐるふりをして、おど

す

いやがっているのに性

的な行為を強要する

⑤

⑥

見たくないのに性的な動

画を見せる

生活費を渡さない、働か

せない

⑦

⑧

交友関係や行き先、電

話・メールなどを細かく

監視する

⑨

どんな場合でも

暴力にあたると思う

暴力にあたる場合もそう

でない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない 無回答

 

性別で見ると、「①なぐる、ける、物を投げる」を除くすべての項目で、女性の方が男性よりも「どんな場合で

も暴力にあたると思う」の割合が高く、特に「⑨交友関係や行き先、電話・メールなどを細かく監視する」で13.6

ポイント、「③大声でどなる」で13.1ポイントと10ポイント以上高くなっている。 

 

図 性別 ＤＶについての認識 
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性年齢別で見ると、女性は50～69歳で「③大声でどなる」、60～69歳で「⑨交友関係や行き先、電話・メー

ルなどを細かく監視する」、男性は30～39歳で「④『誰のおかげで生活できるんだ』『甲斐性なし』などの人格

を否定するような言葉を言う」の割合が、他の年齢層と比べて高くなっている。 

 

表 性年齢別 ＤＶについての認識 － 「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合 

 

回
答
者
数
（ｎ
） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

な
ぐ
る
、
け
る
、
物
を
投
げ
る 

何
を
言
っ
て
も
長
時
間
無
視
し
続
け
る 

大
声
で
ど
な
る 

「
誰
の
お
か
げ
で
生
活
で
き
る
ん
だ
」
「
甲

斐
性
な
し
」な
ど
の
人
格
を
否
定
す
る
よ

う
な
言
葉
を
言
う 

な
ぐ
る
ふ
り
を
し
て
、
お
ど
す 

い
や
が
っ
て
い
る
の
に
性
的
な
行
為
を
強

要
す
る 

見
た
く
な
い
の
に
性
的
な
動
画
を
見
せ

る 生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
働
か
せ
な
い 

交
友
関
係
や
行
き
先
、
電
話
・
メ
ー
ル
な

ど
を
細
か
く
監
視
す
る 

全体 994  93.2  56.4  64.9  85.6  81.2  88.3  84.9  83.3  66.1  

女
性 

29歳以下 69  94.2  58.0  66.7  92.8  88.4  97.1  91.3  87.0  66.7  

30～39歳 107  93.5  58.9  70.1  90.7  89.7  93.5  90.7  90.7  72.9  

40～49歳 125  91.2  49.6  64.0  85.6  80.8  90.4  83.2  86.4  67.2  

50～59歳 124  93.5  63.7  75.0  85.5  79.8  90.3  85.5  83.1  73.4  

60～69歳 108  92.6  65.7  75.0  88.9  87.0  92.6  88.0  87.0  79.6  

70歳以上 62  95.2  48.4  67.7  80.6  72.6  79.0  80.6  77.4  64.5  

男
性 

29歳以下 43  93.0  48.8  48.8  88.4  81.4  88.4  90.7  93.0  58.1  

30～39歳 61  93.4  60.7  65.6  96.7  83.6  93.4  86.9  88.5  57.4  

40～49歳 72  91.7  54.2  55.6  76.4  75.0  75.0  76.4  73.6  47.2  

50～59歳 87  90.8  52.9  59.8  80.5  80.5  82.8  80.5  73.6  56.3  

60～69歳 75  93.3  50.7  52.0  78.7  77.3  84.0  77.3  78.7  65.3  

70歳以上 47  100.0  51.1  57.4  80.9  70.2  85.1  89.4  80.9  63.8  

※ 濃い網掛け は全体より 10ポイント以上高い項目。 薄い網掛け は全体より 5ポイント以上高い項目。 
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18.1

23.2

9.8

5.8

19.6

26.4

28.2

27.8

24.2

0.0

8.2

16.7

11.5

9.3

8.5

80.3

75.1

88.9

94.2

79.4

72.0

71.0

66.7

75.8

97.7

90.2

81.9

88.5

89.3

89.4

1.6

1.7

1.3

0.0

0.9

1.6

0.8

5.6

0.0

2.3

1.6

1.4

0.0

1.3

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

されたことがある されたことがない 無回答

（２）ＤＶを受けた経験の有無 

問 17 問 16で聞いた項目は、すべて「ＤＶ」にあたる行為です。あなたは、配偶者・パートナーや恋人から、

これらの行為をされたことがありますか。（○はひとつ） 

 

全体では「されたことがある」が18.1％、「されたことがない」が80.3％となっている。 

性別で見ると、女性の方が男性よりも「されたことがある」の割合が13.4ポイント高くなっている。 

性年齢別で見ると、女性は40歳以上で「されたことがある」が、それぞれ２割以上を占めている。男性は40

～49歳で「されたことがある」が16.7％と、他の年齢層と比べて高くなっている。 

 

図 ＤＶを受けた経験の有無 
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22.2

20.7

16.0

9.6

9.1

4.8

4.2

3.0

1.7

49.7

1.8

5.5

0% 20% 40% 60%

年齢や見た目のことで

傷つくようなことを言われる

権力や立場が強いことを利用して嫌がらせ

をされる（パワー・ハラスメント）

「女(男)のくせに」「女(男)だ

から」と差別的な言い方をされる

体をさわられる・卑猥な話を聞かされる

結婚や交際についてしつこく聞かれる

しつこくつきまとわれる（ストーカー行為）

妊娠・出産を理由に嫌がらせや不当な扱い

を受ける（マタニティ・ハラスメント）

交際や性的行為を強要される

男性が育児のための制度を利用する

ことに対して嫌がらせや不当な扱いを

受ける（パタニティ・ハラスメント）

上記のような経験はない

その他

無回答 全体(n=994)

【全体】

22.7

17.6

18.7

13.6

10.9

6.4

5.5

3.9

1.3

48.7

2.0

4.5

21.5

25.1

11.4

2.8

6.0

2.6

1.6

1.6

1.8

52.3

1.3

6.2

0% 20% 40% 60%

女性(n=595)

男性(n=386)

【性別】

（３）ハラスメント等を受けた経験の有無 

問 18 あなたは、職場や学校、その他の活動の場で次のような行為を受け、不快と感じたことがあります

か。（○はいくつでも） 

 

全体では「上記のような経験はない」が49.7％で最も高く、次いで「年齢や見た目のことで傷つくようなことを

言われる」が22.2％、「権力や立場が強いことを利用して嫌がらせをされる（パワー・ハラスメント）」が20.7％、

「『女(男)のくせに』『女(男)だから』と差別的な言い方をされる」が16.0％となっている。 

性別で見ると、女性の方が男性よりも「体をさわられる・卑猥な話を聞かされる」の割合が10.8ポイント、男性

の方が女性よりも「権力や立場が強いことを利用して嫌がらせをされる（パワー・ハラスメント）」の割合が7.5ポ

イント高くなっている。 

 

図 ハラスメント等を受けた経験の有無 
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性年齢別で見ると、女性は29歳以下で「結婚や交際についてしつこく聞かれる」、30～39歳で「体をさわら

れる・卑猥な話を聞かされる」の割合が、他の年齢層と比べて高くなっている。男性は29歳以下で「『女(男)の

くせに』『女(男)だから』と差別的な言い方をされる」の割合が、他の年齢層と比べて高くなっている。 

 

表 性年齢別 ハラスメント等を受けた経験の有無 

 

回
答
者
数
（ｎ
） 

年
齢
や
見
た
目
の
こ
と
で
傷
つ
く
よ
う
な
こ

と
を
言
わ
れ
る 

権
力
や
立
場
が
強
い
こ
と
を
利
用
し
て
嫌
が

ら
せ
を
さ
れ
る
（パ
ワ
ー
・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
） 

「
女(

男)

の
く
せ
に
」
「
女(

男)

だ
か
ら
」
と
差

別
的
な
言
い
方
を
さ
れ
る 

体
を
さ
わ
ら
れ
る
・卑
猥
な
話
を
聞
か
さ
れ

る 結
婚
や
交
際
に
つ
い
て
し
つ
こ
く
聞
か
れ
る 

し
つ
こ
く
つ
き
ま
と
わ
れ
る
（ス
ト
ー
カ
ー
行

為
） 

妊
娠
・
出
産
を
理
由
に
嫌
が
ら
せ
や
不
当
な

扱
い
を
受
け
る
（
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
） 

交
際
や
性
的
行
為
を
強
要
さ
れ
る 

男
性
が
育
児
の
た
め
の
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
に
対
し
て
嫌
が
ら
せ
や
不
当
な
扱
い
を

受
け
る
（パ
タ
ニ
テ
ィ
・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
） 

上
記
の
よ
う
な
経
験
は
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 994  22.2  20.7  16.0  9.6  9.1  4.8  4.2  3.0  1.7  49.7  1.8  5.5  

女
性 

29歳以下 69  27.5  15.9  17.4  14.5  21.7  13.0  2.9  7.2  2.9  46.4  2.9  -  

30～39歳 107  29.9  27.1  22.4  20.6  17.8  8.4  14.0  7.5  -  36.4  2.8  1.9  

40～49歳 125  21.6  12.8  20.8  15.2  8.0  6.4  8.0  4.8  2.4  52.8  1.6  4.8  

50～59歳 124  18.5  21.0  15.3  8.9  8.9  5.6  3.2  1.6  0.8  54.0  1.6  3.2  

60～69歳 108  19.4  14.8  14.8  10.2  7.4  3.7  1.9  1.9  1.9  52.8  1.9  6.5  

70歳以上 62  21.0  11.3  22.6  12.9  3.2  1.6  -  -  -  46.8  1.6  12.9  

男
性 

29歳以下 43  27.9  23.3  20.9  4.7  14.0  4.7  2.3  4.7  2.3  44.2  2.3  2.3  

30～39歳 61  21.3  26.2  9.8  -  6.6  1.6  -  -  4.9  59.0  1.6  -  

40～49歳 72  26.4  26.4  12.5  1.4  6.9  1.4  2.8  1.4  -  55.6  -  4.2  

50～59歳 87  19.5  25.3  9.2  2.3  1.1  2.3  -  -  1.1  55.2  1.1  4.6  

60～69歳 75  21.3  29.3  10.7  6.7  5.3  5.3  4.0  4.0  2.7  48.0  1.3  10.7  

70歳以上 47  12.8  14.9  8.5  2.1  6.4  -  -  -  -  48.9  2.1  17.0  

※ 濃い網掛け は全体より 10ポイント以上高い項目。 薄い網掛け は全体より 5ポイント以上高い項目。 
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34.9

18.7

2.3

1.8

1.0

0.8

41.7

4.9

12.5

0% 20% 40% 60%

知人・友人

親族

行政の相談機関

警察

民間の相談機関

弁護士

相談しなかった・できなかった

その他

無回答 全体(n=513)

【全体】

39.5

20.5

1.8

2.4

0.9

0.9

38.0

4.8

12.3

26.6

15.6

3.5

0.6

1.2

0.6

49.1

4.6

12.1

0% 20% 40% 60%

女性(n=332)

男性(n=173)

【性別】

（４）ＤＶ・ハラスメントの相談状況 

問 17・問 18で「ある」と回答した方にお聞きします。 

問 18-１ あなたはだれか（どこか）に相談しましたか。（○はいくつでも） 

 

全体では「相談しなかった・できなかった」が41.7％で最も高く、次いで「知人・友人」が34.9％、「親族」が

18.7％となっている。 

性別で見ると、女性の方が男性よりも「知人・友人」の割合が12.9ポイント、男性の方が女性よりも「相談しな

かった・できなかった」の割合が11.1ポイント高くなっている。 

 

図 ＤＶ・ハラスメントの相談状況 
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性年齢別で見ると、女性の29歳以下で「知人・友人」と「親族」の割合が、他の年齢層と比べて高くなってい

る。また、男性の60～69歳で「行政の相談機関」が9.1％と、やや高くなっている。男女とも70歳以上で「相談し

なかった・できなかった」の割合が他の年齢層と比べて高く、女性は54.5％、男性は64.7％となっている。 

 

表 性年齢別 ＤＶ・ハラスメントの相談状況 

 

回
答
者
数
（ｎ
） 

知
人
・友
人 

親
族 

行
政
の
相
談
機
関 

警
察 

民
間
の
相
談
機
関 

弁
護
士 

相
談
し
な
か
っ
た
・
で

き
な
か
っ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 513  34.9  18.7  2.3  1.8  1.0  0.8  41.7  4.9  12.5  

女
性 

29歳以下 38  57.9  39.5  -  2.6  -  -  23.7  5.3  15.8  

30～39歳 72  38.9  25.0  1.4  4.2  2.8  1.4  44.4  6.9  4.2  

40～49歳 66  37.9  21.2  3.0  3.0  -  1.5  36.4  6.1  10.6  

50～59歳 67  44.8  14.9  1.5  1.5  1.5  1.5  35.8  3.0  13.4  

60～69歳 56  33.9  17.9  1.8  1.8  -  -  33.9  5.4  14.3  

70歳以上 33  21.2  3.0  3.0  -  -  -  54.5  -  24.2  

男
性 

29歳以下 23  30.4  21.7  4.3  -  4.3  -  52.2  4.3  8.7  

30～39歳 27  29.6  18.5  -  -  -  -  44.4  18.5  3.7  

40～49歳 34  26.5  20.6  -  2.9  -  2.9  47.1  -  20.6  

50～59歳 38  23.7  18.4  2.6  -  2.6  -  52.6  -  10.5  

60～69歳 33  36.4  6.1  9.1  -  -  -  39.4  6.1  12.1  

70歳以上 17  5.9  5.9  5.9  -  -  -  64.7  -  17.6  

※ 濃い網掛け は全体より 10ポイント以上高い項目。 薄い網掛け は全体より 5ポイント以上高い項目。 
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43.9

35.5

21.5

15.0

8.9

7.9

7.0

6.5

0.9

0.5

11.2

5.1

0.0

0% 20% 40% 60%

相談しても無駄だと思ったから

相談するほどのことではないと思ったから

自分さえ我慢すれば、なんとか

このままやっていけると思ったから

どこに（誰に）相談すれば

よいか分からなかったから

そのことについて思い出したくなかったから

自分にも悪いところがあると思ったから

世間体が悪いから

相談したことがわかるとさらに

暴力や暴言が増えると思ったから

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

加害者に「誰にも言うな」とおどされたから

特に理由はない

その他

無回答 全体(n=214)

【全体】

43.7

36.5

19.0

12.7

10.3

7.9

4.8

6.3

0.8

0.0

8.7

4.8

0.0

44.7

34.1

25.9

18.8

7.1

7.1

10.6

7.1

1.2

1.2

15.3

5.9

0.0

0% 20% 40% 60%

女性(n=126)

男性(n=85)

【性別】

（５）ＤＶ・ハラスメントを相談しなかった理由 

問 18-１で「7．相談しなかった・できなかった」に回答した方にお聞きします。 

問 18-２ 相談しなかった理由は、次のうちどれですか。（○はいくつでも） 

 

全体では「相談しても無駄だと思ったから」が43.9％で最も高く、次いで「相談するほどのことではないと思

ったから」が35.5％、「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思ったから」が21.5％となってい

る。 

性別で見ると、男性の方が女性よりも「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思ったから」の

割合が6.9ポイント、「どこに（誰に）相談すればよいか分からなかったから」の割合が6.1ポイント高くなっている。 

 

図 ＤＶ・ハラスメントを相談しなかった理由 
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性年齢別で見ると、女性は40～49歳で「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思ったから」

が、他の年齢層と比べて特に高くなっている。男性は40～49歳で「相談するほどのことではないと思ったから」

と「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思ったから」がいずれも５割、50～59歳で「相談して

も無駄だと思ったから」が６割と高くなっている。 

 

表 性年齢別 ＤＶ・ハラスメントを相談しなかった理由 

 

回
答
者
数
（ｎ
） 

相
談
し
て
も
無
駄
だ
と
思
っ
た
か
ら 

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ

た
か
ら 

自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
、
な
ん
と
か
こ
の

ま
ま
や
っ
て
い
け
る
と
思
っ
た
か
ら 

ど
こ
に
（誰
に
）相
談
す
れ
ば
よ
い
か
分
か

ら
な
か
っ
た
か
ら 

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
思
い
出
し
た
く
な
か
っ

た
か
ら 

自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
っ
た

か
ら 

世
間
体
が
悪
い
か
ら 

相
談
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
さ
ら
に
暴

力
や
暴
言
が
増
え
る
と
思
っ
た
か
ら 

相
手
の
行
為
は
愛
情
の
表
現
だ
と
思
っ
た

か
ら 

加
害
者
に
「
誰
に
も
言
う
な
」
と
お
ど
さ

れ
た
か
ら 

特
に
理
由
は
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 214  43.9  35.5  21.5  15.0  8.9  7.9  7.0  6.5  0.9  0.5  11.2  5.1  -  

女
性 

29歳以下 9  55.6  55.6  11.1  22.2  11.1  -  -  -  -  -  -  11.1  -  

30～39歳 32  46.9  40.6  15.6  6.3  12.5  6.3  6.3  3.1  -  -  9.4  3.1  -  

40～49歳 24  45.8  20.8  33.3  20.8  8.3  4.2  4.2  8.3  -  -  8.3  4.2  -  

50～59歳 24  50.0  33.3  16.7  16.7  8.3  12.5  8.3  8.3  4.2  -  8.3  8.3  -  

60～69歳 19  47.4  42.1  21.1  10.5  5.3  5.3  -  10.5  -  -  -  5.3  -  

70歳以上 18  16.7  38.9  11.1  5.6  16.7  16.7  5.6  5.6  -  -  22.2  -  -  

男
性 

29歳以下 12  33.3  58.3  8.3  8.3  8.3  -  8.3  -  -  -  16.7  -  -  

30～39歳 12  33.3  16.7  50.0  33.3  25.0  16.7  33.3  16.7  -  8.3  16.7  16.7  -  

40～49歳 16  43.8  50.0  50.0  12.5  6.3  -  18.8  6.3  6.3  -  6.3  -  -  

50～59歳 20  60.0  25.0  15.0  15.0  5.0  5.0  -  5.0  -  -  20.0  5.0  -  

60～69歳 13  53.8  30.8  15.4  30.8  -  7.7  -  -  -  -  23.1  7.7  -  

70歳以上 11  36.4  18.2  18.2  18.2  -  18.2  9.1  18.2  -  -  9.1  9.1  -  

※ 濃い網掛け は全体より 10ポイント以上高い項目。 薄い網掛け は全体より 5ポイント以上高い項目。 

ただし、回答者数(n)が 15件未満の項目は除く 
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3.1

2.2

4.7

4.3

2.8

3.2

1.6

0.9

0.0

7.0

6.6

4.2

3.4

2.7

6.4

30.6

27.2

36.0

23.2

26.2

28.8

25.8

22.2

41.9

34.9

23.0

40.3

36.8

36.0

46.8

36.8

37.5

36.3

29.0

41.1

35.2

44.4

40.7

25.8

32.6

45.9

37.5

32.2

37.3

31.9

27.1

30.9

21.0

42.0

28.0

30.4

28.2

34.3

24.2

23.3

24.6

16.7

25.3

20.0

12.8

2.4

2.2

2.1

1.4

1.9

2.4

0.0

1.9

8.1

2.3

0.0

1.4

2.3

4.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答

４.男女共同参画に関する意識について 
（１）性別役割分担意識 

問 19 あなたは、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方についてどのように思いますか。（○

はひとつ） 

 

全体では『（どちらかといえば）賛成』（「賛成」「どちらかといえば賛成」の割合の合計）が33.7％、『（どちらか

といえば）反対』（「反対」「どちらかといえば反対」の割合の合計）が63.9％となっている。 

性別で見ると、男性の方が女性よりも『（どちらかといえば）賛成』の割合が11.3ポイント高くなっている。 

性年齢別で見ると、男性の30～39歳は『（どちらかといえば）反対』が70.5％で、同じ年代の女性（69.1％）と

ほぼ同じ割合となっており、30～39歳の男女の意識差は小さい。男女とも70歳以上の『（どちらかといえば）賛

成』が他の年齢層と比べて特に高く、女性で41.9％、男性で53.2％となっている。 

 

図 性別役割分担意識 
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3.1

7.5

2.2

6.5

4.7

8.6

30.6

27.5

27.2

24.6

36.0

30.8

36.8

36.6

37.5

38.5

36.3

34.4

27.1

23.2

30.9

24.9

21.0

21.2

2.4

5.2

2.2

5.5

2.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=994)

全国調査(n=2,645)

今回調査(n=595)

全国調査(n=1,407)

今回調査(n=386)

全国調査(n=1,238)

男
性

女
性

全
体

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答・

わからない※

3.1

2.0

2.5

5.0

3.1

30.6

25.1

31.3

35.1

40.6

36.8

40.4

31.8

36.6

34.4

27.1

31.2

30.3

21.7

17.2

2.4

1.3

4.0

1.6

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

仕事をしている(n=394)

仕事をしていない(n=201)

仕事をしている(n=322)

仕事をしていない(n=64)

男
性

女
性

【性仕事の有無別】

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答

性仕事の有無別で見ると、男女とも、仕事をしていない人より仕事をしている人の方が『（どちらかといえば）

反対』の割合が高く、女性の仕事をしている人では『（どちらかといえば）反対』が71.6％となっている。 

 

図 性仕事の有無別 性別役割分担意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■全国調査との比較 

今回調査と全国調査（令和元年度）を比較すると、全体では、今回調査の方が全国調査よりも『（どちらかと

いえば）反対』の割合が4.1ポイント高くなっている。性別で見ると、男女で大きな差は見られない。 

 

図 性別 性別役割分担意識（全国調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「わからない」は全国調査のみの項目 
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3.1

4.5

2.2

3.1

4.7

6.6

30.6

23.5

27.2

21.4

36.0

26.1

46.0

47.0

44.6

36.8

12.6

37.5

14.4

36.3

10.2

27.1

11.6

30.9

12.6

21.0

10.2

2.4

1.8

2.2

1.4

2.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

今回調査(n=595)

前回調査(n=555)

今回調査(n=386)

前回調査(n=410)

男
性

女
性

全
体

賛成 どちらかといえば賛成 どちらでもない※ どちらかといえば反対 反対 無回答

3.1

4.7

2.2

3.2

4.7

7.4

30.6

38.2

27.2

35.2

36.0

43.7

36.8

35.4

37.5

38.2

36.3

30.8

27.1

19.5

30.9

21.6

21.0

15.9

2.4

2.2

2.2

1.8

2.1

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=994)

奈良県調査(n=1,439)

今回調査(n=595)

奈良県調査(n=903)

今回調査(n=386)

奈良県調査(n=517)

男
性

女
性

全
体

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答

■奈良県調査との比較 

今回調査と奈良県調査（令和元年度）を比較すると、今回調査の方が奈良県調査よりも『（どちらかといえば）

反対』の割合が約10ポイント高くなっている。 

 

図 性別 性別役割分担意識（奈良県調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■前回調査との比較 

今回調査と前回調査（平成29年度）を比較すると、全体では、前回調査では『（どちらかといえば）反対』より

も『（どちらかといえば）賛成』の割合が高くなっていたが、今回調査では『（どちらかといえば）賛成』よりも『（ど

ちらかといえば）反対』の割合が高くなっている。 

性別で見ると、前回調査では女性は『（どちらかといえば）賛成』よりも『（どちらかといえば）反対』、男性は

『（どちらかといえば）反対』よりも『（どちらかといえば）賛成』の割合が高くなっていたが、今回調査では男女と

も『（どちらかといえば）反対』の割合が高くなっている。 

 

図 性別 性別役割分担意識（前回調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「どちらでもない」は前回調査のみの項目  
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18.8

12.1

29.5

7.2

11.2

12.8

11.3

15.7

12.9

14.0

23.0

19.4

44.8

30.7

38.3

47.3

46.7

48.4

40.6

41.1

46.4

50.8

49.1

51.6

58.1

44.3

58.3

34.5

52.0

48.9

15.5

18.3

11.1

26.1

20.6

16.8

21.8

10.2

16.1

16.3

19.7

8.3

11.5

8.0

4.3

17.4

21.8

10.1

26.1

26.2

24.0

16.1

23.1

14.5

11.6

13.1

13.9

9.2

6.7

6.4

1.0

1.0

0.8

0.0

0.9

0.0

0.0

1.9

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

（２）家庭や子育てについての考え方 

問 20 あなたは、次にあげるような考え方についてどのように思いますか。①から③のそれぞれについて

あてはまる番号に〇をつけてください。（各項目○はひとつ） 

 

①妻や子どもを養うのは、男性の責任である 

全体では『（どちらかといえば）そう思う』（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の割合の合計）が66.1％、

『（どちらかといえば）そう思わない』（「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」の割合の合計）が32.9％

となっている。 

性別で見ると、男性の方が女性よりも『（どちらかといえば）そう思う』の割合が19.1ポイント高くなっている。 

性年齢別で見ると、女性は年齢が高まるにつれて、『（どちらかといえば）そう思う』の割合が高くなる傾向に

ある。男性は60歳以上で『（どちらかといえば）そう思う』の割合が８割以上と高くなっている。 

 

図 ①妻や子どもを養うのは、男性の責任である 
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15.7

14.3

18.4

5.8

9.3

16.0

15.3

13.0

29.0

11.6

13.1

16.7

19.5

25.3

21.3

33.1

31.3

35.8

27.5

23.4

24.8

31.5

38.0

50.0

27.9

31.1

33.3

41.4

36.0

40.4

22.7

22.2

24.1

30.4

21.5

24.8

25.0

21.3

4.8

34.9

32.8

26.4

14.9

21.3

21.3

27.4

31.4

20.5

36.2

44.9

34.4

28.2

25.9

12.9

25.6

23.0

23.6

23.0

13.3

14.9

1.1

0.8

1.3

0.0

0.9

0.0

0.0

1.9

3.2

0.0

0.0

0.0

1.1

4.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

②子どもが３歳くらいまでは保育園等に入れず母親のもとで育てる方がよい 

全体では『（どちらかといえば）そう思う』が48.8％、『（どちらかといえば）そう思わない』が50.1％となっている。 

性別で見ると、男性の方が女性よりも『（どちらかといえば）そう思う』の割合が8.6ポイント高くなっている。 

性年齢別で見ると、女性の70歳以上で『（どちらかといえば）そう思う』の割合が79.0％と特に高くなっている。

男性は年齢が高まるにつれて『（どちらかといえば）そう思う』の割合が高くなっている。 

 

図 ②子どもが３歳くらいまでは保育園等に入れず母親のもとで育てる方がよい 
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15.7

11.4

19.9

18.6

17.2

33.1

28.4

36.8

35.4

37.5

22.7

24.6

17.4

23.3

28.1

27.4

35.5

23.4

22.0

12.5

1.1

0.0

2.5

0.6

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

仕事をしている(n=394)

仕事をしていない(n=201)

仕事をしている(n=322)

仕事をしていない(n=64)

男
性

女
性

【性仕事の有無別】

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

性仕事の有無別で見ると、女性の仕事をしている人では『（どちらかといえば）そう思わない』が60.1％と高く、

『（どちらかといえば）そう思う』の39.8％を上回っている。一方、女性の仕事をしていない人は『（どちらかといえ

ば）そう思わない』（40.8％）よりも『（どちらかといえば）そう思う』（56.7％）の割合が高くなっている。 

男性は仕事をしている人、仕事をしていない人いずれも『（どちらかといえば）そう思う』が約55％となってい

る。 

 

図 性仕事の有無別 ②子どもが３歳くらいまでは保育園等に入れず母親のもとで育てる方がよい 
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8.6

4.4

14.8

4.3

1.9

4.8

3.2

6.5

6.5

4.7

13.1

8.3

24.1

14.7

19.1

31.3

23.7

43.3

11.6

14.0

20.8

29.8

29.6

37.1

37.2

32.8

50.0

46.0

44.0

46.8

26.0

27.2

24.1

33.3

28.0

23.2

25.0

30.6

25.8

37.2

31.1

23.6

14.9

25.3

17.0

33.2

43.5

17.1

50.7

55.1

51.2

41.9

30.6

25.8

20.9

23.0

18.1

14.9

13.3

14.9

1.0

1.2

0.8

0.0

0.9

0.0

0.0

2.8

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

③男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる方がよい 

全体では『（どちらかといえば）そう思う』が39.9％、『（どちらかといえば）そう思わない』が59.2％となっている。 

性別で見ると、男性の方が女性よりも『（どちらかといえば）そう思う』の割合が30.0ポイント高くなっている。 

性年齢別で見ると、女性は年齢が高まるにつれて『（どちらかといえば）そう思う』の割合が高くなっている。

男性は50～59歳で『（どちらかといえば）そう思う』の割合が他の年齢層と比べて高く、70.1％となっている。 

 

図 ③男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる方がよい 
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18.8

22.2

47.3

42.0 20.0

15.5

3.6

17.4

11.1

1.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらとも思わない※ どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無回答

15.7

37.7

33.1

31.4 17.6

22.7

3.5

27.4

8.9

1.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらとも思わない※ どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無回答

8.6

19.0

31.3

30.4 32.0

26.0

3.4

33.2

14.3

1.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらとも思わない※ どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無回答

■前回調査との比較 

今回調査と前回調査（平成29年度）を比較すると、「①妻や子どもを養うのは、男性の責任である」という考

え方については、『（どちらかといえば）そう思う』の割合に大きな違いは見られないが、『（どちらかといえば）そ

う思わない』の割合は前回調査よりも高くなっている。 

 

「②子どもが３歳くらいまでは保育園等に入れず母親のもとで育てる方がよい」という考え方については、前

回調査では『（どちらかといえば）そう思う』が69.1％を占め、『（どちらかといえば）そう思わない』は12.4％にと

どまっていたが、今回調査では『（どちらかといえば）そう思う』と『（どちらかといえば）そう思わない』がそれぞれ

約５割となっている。 

 

「③男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる方がよい」という考え方については、前回調査では

『（どちらかといえば）そう思う』が49.4％、『（どちらかといえば）そう思わない』が17.7％となっていたが、今回調

査では『（どちらかといえば）そう思わない』が59.2％となっている。 

 

図 ①妻や子どもを養うのは、男性の責任である（前回調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

図 ②子どもが３歳くらいまでは保育園等に入れず母親のもとで育てる方がよい（前回調査との比較）※ 

 

 

 

 

 

 

 

図 ③男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる方がよい（前回調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

※「子どもが３歳くらいまでは保育園等に入れず母親のもとで育てる方がよい」は前回調査では「子どもが３歳くらいまでは母親のも

とで育てる方がよい」 

※「どちらとも思わない」は前回調査のみの項目 
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9.2

17.7

2.2

38.2

9.2

11.8

24.5

16.7

43.1

46.9

17.2

43.9

37.7

40.7

52.7

58.9

36.2

24.4

71.9

14.4

46.2

38.1

17.6

17.1

7.4

6.4

3.3

1.1

3.4

4.5

2.2

4.4

1.7

0.9

0.4

0.2

0.4

1.3

0.4

0.5

2.4

3.6

4.9

2.2

3.1

3.5

2.5

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

(n=994)

家庭生活

職場

①

②

学校教育の場

政治の場

③

④

地域活動の場

法律や制度上

⑤

⑥

社会通念・習慣・しきたり等

社会全体で

⑦

⑧

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性の方が

優遇されている

平等である どちらかといえば

女性の方が

優遇されている

女性の方が

非常に優遇

されている

無回答

（３）男女の地位の平等感 

問 21 あなたは、次にあげるような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 

①から⑧のそれぞれについてあてはまる番号に〇をつけてください。（各項目○はひとつ） 

 

全体では「③学校教育の場」を除くすべての分野で『男性優遇』（「男性の方が非常に優遇されている」「ど

ちらかといえば男性の方が優遇されている」の割合の合計）の割合が最も高くなっている。『男性優遇』は「④

政治の場」（82.1％）、「⑦社会通念・習慣・しきたり等」（77.2％）、「⑧社会全体で」（75.6％）の順に高くなって

いる。 

 

図 男女の地位の平等感 
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11.8

4.9

21.0

12.7

2.4

2.1

43.7

30.1

10.8

6.5

15.3

6.0

30.3

15.8

20.2

11.1

47.6

36.0

48.7

45.1

19.0

14.5

44.0

44.0

42.5

30.6

45.5

33.9

51.9

53.6

61.8

54.7

30.3

46.1

21.3

29.3

71.1

73.8

9.6

21.8

40.0

56.2

31.6

48.4

13.6

24.1

12.4

24.6

6.7

8.8

4.4

9.6

2.2

5.2

0.5

2.1

3.2

3.6

2.9

7.3

0.7

4.7

2.5

7.5

1.0

2.8

0.2

2.1

0.2

0.8

0.0

0.5

0.2

0.8

0.3

2.8

0.3

0.5

0.2

1.0

2.7

1.3

4.4

1.3

5.2

3.6

2.2

1.6

3.4

2.3

4.4

1.6

3.2

1.3

2.9

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

家庭生活

職場

①

②

学校教育の場

政治の場

③

④

地域活動の場

法律や制度上

⑤

⑥

社会通念・習慣・

しきたり等

社会全体で

⑦

⑧

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性の方が

優遇されている

平等である どちらかといえば

女性の方が

優遇されている

女性の方が

非常に優遇

されている

無回答

 

性別で見ると、すべての分野で女性の方が男性よりも『男性優遇』の割合が高くなっており、特に「⑥法律

や制度上」で20.9ポイント、「①家庭生活」で18.5ポイント、「⑤地域活動の場」と「⑧社会全体で」でそれぞれ

16.2ポイント高くなっている。 

 

図 性別 男女の地位の平等感 
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9.2

11.6

8.4

19.2

10.5

9.3

9.7

2.3

6.6

2.8

8.0

4.0

4.3

43.1

37.7

42.1

42.4

51.6

55.6

56.5

46.5

29.5

37.5

29.9

34.7

44.7

36.2

33.3

40.2

28.8

29.0

26.9

21.0

44.2

45.9

44.4

48.3

46.7

46.8

7.4

14.5

6.5

6.4

5.6

4.6

4.8

4.7

13.1

13.9

8.0

9.3

0.0

1.7

2.9

1.9

0.8

0.8

0.0

0.0

2.3

4.9

1.4

5.7

1.3

0.0

2.4

0.0

0.9

2.4

2.4

3.7

8.1

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性年齢別】

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性の方が

優遇されている

平等である どちらかといえば

女性の方が

優遇されている

女性の方が

非常に優遇

されている

無回答

①家庭生活 

性年齢別で見ると、女性は年齢が高まるにつれて、『男性優遇』の割合が高くなり、70歳以上で66.2％とな

っている。男性は、『男性優遇』が29歳以下と70歳以上で高く、30～39歳から60～69歳では概ね同程度であ

る。30～39歳では『女性優遇』（「女性の方が非常に優遇されている」「どちらかといえば女性の方が優遇され

ている」の割合の合計）が18.0％と２割近くとなっている。 

 

図 性年齢別 男女の地位の平等感 － ①家庭生活 
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17.7

23.2

19.6

29.6

15.3

17.6

21.0

9.3

19.7

15.3

10.3

13.3

6.4

46.9

44.9

44.9

46.4

50.0

55.6

50.0

58.1

24.6

41.7

46.0

46.7

61.7

24.4

23.2

25.2

17.6

29.0

16.7

12.9

25.6

24.6

26.4

36.8

32.0

23.4

6.4

8.7

9.3

3.2

2.4

1.9

1.6

4.7

23.0

15.3

5.7

5.3

2.1

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0

2.3

8.2

1.4

1.1

0.0

0.0

3.6

0.0

0.9

3.2

3.2

7.4

14.5

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性年齢別】

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性の方が

優遇されている

平等である どちらかといえば

女性の方が

優遇されている

女性の方が

非常に優遇

されている

無回答

②職場 

性年齢別で見ると、女性は年齢を問わず『男性優遇』が６～７割台、「平等である」が１～２割台である。男性

は30～39歳で『女性優遇』が31.2％と、他の年齢層と比べて特に高くなっている。 

 

図 性年齢別 男女の地位の平等感 － ②職場 
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2.2

0.0

0.0

4.0

1.6

3.7

4.8

2.3

3.3

0.0

2.3

4.0

0.0

17.2

14.5

15.9

16.8

21.8

21.3

24.2

9.3

16.4

18.1

14.9

9.3

19.1

71.9

76.8

79.4

75.2

71.0

67.6

48.4

76.7

65.6

75.0

73.6

78.7

72.3

3.3

5.8

1.9

0.8

2.4

0.0

4.8

4.7

13.1

4.2

5.7

2.7

0.0

0.4

0.0

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

4.7

1.6

0.0

0.0

0.0

0.0

4.9

2.9

2.8

2.4

3.2

7.4

17.7

2.3

0.0

2.8

3.4

5.3

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性年齢別】

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性の方が

優遇されている

平等である どちらかといえば

女性の方が

優遇されている

女性の方が

非常に優遇

されている

無回答

③学校教育の場 

性年齢別で見ると、女性はいずれの年齢層も「平等である」の割合が最も高いが、年齢層が上がるにつれ

て『男性優遇』の割合が高くなっている。男性は30～39歳では「平等である」が65.6％で、他の年齢層に比べ

てやや低い一方で、『女性優遇』の割合がやや高くなっている。 

 

図 性年齢別 男女の地位の平等感 － ③学校教育の場 
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38.2

46.4

47.7

50.4

39.5

40.7

33.9

30.2

45.9

27.8

29.9

26.7

19.1

43.9

43.5

41.1

41.6

49.2

43.5

45.2

41.9

31.1

51.4

49.4

42.7

42.6

14.4

7.2

10.3

6.4

10.5

11.1

12.9

23.3

18.0

18.1

17.2

26.7

31.9

1.1

1.4

0.0

0.0

0.0

0.9

1.6

2.3

3.3

2.8

2.3

1.3

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.3

1.6

0.0

0.0

0.0

0.0

2.2

1.4

0.9

1.6

0.8

3.7

6.5

0.0

0.0

0.0

1.1

2.7

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性年齢別】

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性の方が

優遇されている

平等である どちらかといえば

女性の方が

優遇されている

女性の方が

非常に優遇

されている

無回答

④政治の場 

性年齢別で見ると、女性は70歳以上から40～49歳までは年齢が下がるにつれて、『男性優遇』の割合が高

くなる傾向にあり、40～49歳で92.0％と９割以上となっている。男性は30～59歳は『男性優遇』が８割近いが、

29歳以下と60歳以上では『男性優遇』がやや低く、「平等である」の割合が２～３割台と他の年齢層に比べて

高くなっている。 

 

図 性年齢別 男女の地位の平等感 － ④政治の場 
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9.2

10.1

15.0

10.4

9.7

10.2

8.1

11.6

11.5

5.6

8.0

1.3

2.1

37.7

24.6

39.3

43.2

48.4

49.1

43.5

18.6

21.3

27.8

32.2

41.3

36.2

46.2

55.1

41.1

40.8

39.5

34.3

30.6

67.4

54.1

62.5

55.2

52.0

48.9

3.4

10.1

2.8

1.6

0.8

1.9

6.5

0.0

9.8

4.2

4.6

1.3

0.0

0.4

0.0

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

2.3

1.6

0.0

0.0

0.0

2.1

3.1

0.0

1.9

3.2

1.6

4.6

11.3

0.0

1.6

0.0

0.0

4.0

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性年齢別】

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性の方が

優遇されている

平等である どちらかといえば

女性の方が

優遇されている

女性の方が

非常に優遇

されている

無回答

⑤地域活動の場 

性年齢別で見ると、女性では29歳以下を除く年齢層では『男性優遇』が5割を超えている。男性は50歳以

上の年齢層は49歳以下の年齢層に比べて『男性優遇』がやや高くなっている。 

男女とも29歳以下はその他の年齢層に比べて「平等である」の割合が高く、女性で55.1％、男性で67.4％と

なっている。 

 

図 性年齢別 男女の地位の平等感 － ⑤地域活動の場 
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11.8

13.0

13.1

21.6

17.7

11.1

11.3

2.3

9.8

6.9

8.0

2.7

4.3

40.7

44.9

45.8

40.0

48.4

50.0

43.5

30.2

31.1

34.7

33.3

37.3

36.2

38.1

37.7

35.5

28.8

29.8

30.6

29.0

48.8

39.3

43.1

52.9

53.3

51.1

4.5

2.9

3.7

4.0

1.6

1.9

3.2

9.3

13.1

9.7

5.7

4.0

2.1

1.3

0.0

0.9

0.8

0.0

0.0

0.0

9.3

6.6

4.2

0.0

0.0

0.0

3.5

1.4

0.9

4.8

2.4

6.5

12.9

0.0

0.0

1.4

0.0

2.7

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性年齢別】

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性の方が

優遇されている

平等である どちらかといえば

女性の方が

優遇されている

女性の方が

非常に優遇

されている

無回答

⑥法律や制度上 

性年齢別で見ると、女性は60～69歳より下の年齢層では、『男性優遇』が６割を超えるか６割近くとなってお

り、50～59歳で66.1％と最も高くなっている。男性は30～39歳以上は『男性優遇』が４割前後である。一方で

49歳以下の年齢層では『女性優遇』の割合が高く、30～39歳で19.7％と約２割を占めている。 

 

図 性年齢別 男女の地位の平等感 － ⑥法律や制度上 
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24.5

30.4

32.7

33.6

33.1

25.0

22.6

11.6

26.2

13.9

13.8

16.0

12.8

52.7

44.9

47.7

52.8

49.2

62.0

53.2

51.2

36.1

56.9

60.9

58.7

51.1

17.6

20.3

18.7

10.4

13.7

7.4

14.5

27.9

26.2

26.4

20.7

18.7

29.8

2.2

1.4

0.0

0.8

0.8

0.0

1.6

7.0

9.8

2.8

4.6

4.0

0.0

0.4

1.4

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0

2.3

1.6

0.0

0.0

0.0

0.0

2.5

1.4

0.9

2.4

3.2

4.6

8.1

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性年齢別】

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性の方が

優遇されている

平等である どちらかといえば

女性の方が

優遇されている

女性の方が

非常に優遇

されている

無回答

⑦社会通念・習慣・しきたり等 

性年齢別で見ると、男女ともに40～69歳で『男性優遇』の割合が高い傾向で、女性の60～69歳で87.0％と

高くなっている。一方で、男性の39歳以下では『女性優遇』の回答が約１割見られている。 

 

図 性年齢別 男女の地位の平等感 － ⑦社会通念・習慣・しきたり等 
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16.7

23.2

22.4

27.2

19.4

11.1

16.1

7.0

19.7

12.5

12.6

6.7

6.4

58.9

56.5

57.9

55.2

64.5

75.0

59.7

55.8

34.4

55.6

54.0

66.7

59.6

17.1

15.9

14.0

12.0

12.1

8.3

14.5

23.3

29.5

20.8

28.7

17.3

29.8

4.4

1.4

4.7

3.2

1.6

0.9

3.2

11.6

13.1

9.7

4.6

6.7

0.0

0.5

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.3

3.3

1.4

0.0

0.0

0.0

2.4

1.4

0.9

2.4

2.4

4.6

6.5

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性年齢別】

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性の方が

優遇されている

平等である どちらかといえば

女性の方が

優遇されている

女性の方が

非常に優遇

されている

無回答

⑧社会全体で 

性年齢別で見ると、女性は30歳～69歳では『男性優遇』が８割を超えており、29歳以下と70歳以上でも７割

台後半である。男性は60～69歳で『男性優遇』が７割を超えているが、その他の年齢層は６割台、30～39歳で

は５割台となっている。一方で30～39歳では『女性優遇』が16.4％とやや高くなっている。 

 

図 性年齢別 男女の地位の平等感 － ⑧社会全体で 
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16.7

11.3

43.1

35.6

46.9

39.8

17.2

15.2

43.9

44.0

37.7

27.7

40.7

36.6

52.7
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58.9

62.8

36.2

45.5

24.4

30.7

71.9

61.2

14.4
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46.2

46.5

38.1

39.7

17.6

22.6

17.1

21.2

7.4

6.5

6.4

4.5

3.3

2.3

1.1

1.1

3.4
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4.0

2.2

2.1
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0.7

0.9

0.5

0.4

0.3

0.2

0.1

0.4

1.6

1.3

0.4

0.4

0.2

0.5

0.3

2.4

2.4

3.6

10.9

4.9

17.7

2.2

5.4

3.1

8.6

3.5

9.0

2.5

5.0

2.4

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=994)

全国調査(n=2,645)

今回調査(n=994)

全国調査(n=2,645)

今回調査(n=994)

全国調査(n=2,645)

今回調査(n=994)

全国調査(n=2,645)

今回調査(n=994)

全国調査(n=2,645)

今回調査(n=994)

全国調査(n=2,645)

今回調査(n=994)

全国調査(n=2,645)

今回調査(n=994)

全国調査(n=2,645)

家庭生活

職場

①

②

学校教育の場

政治の場

③

④

地域活動の場※

法律や制度上

⑤

⑥

社会通念・習慣・

しきたり等※

社会全体で

⑦

⑧

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性の方が

優遇されている

平等である どちらかといえば

女性の方が

優遇されている

女性の方が

非常に優遇

されている

無回答・

わからない※

■全国調査との比較 

今回調査と全国調査（令和元年度）を比較すると、今回調査の方が全国調査よりも『男性優遇』の割合がす

べての項目で高くなっており、「⑤地域活動の場」で12.2ポイント、「②職場」で11.2ポイントと、それぞれ10ポイ

ント以上高くなっている。また、「③学校教育の場」では、今回調査の方が全国調査よりも「平等である」の割合

が10.7ポイント高くなっている。 

 

図 男女の地位の平等感（全国調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「地域活動の場」は全国調査では「自治会やＰＴＡなどの地域活動の場」 

※「社会通念・習慣・しきたり等」は全国調査では「社会通念・慣習・しきたりなど」 

※「わからない」は全国調査のみの項目 
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33.5
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71.9
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14.4

11.9
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38.1
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=994)

奈良県調査(n=1,439)

今回調査(n=994)

奈良県調査(n=1,439)

今回調査(n=994)

奈良県調査(n=1,439)

今回調査(n=994)

奈良県調査(n=1,439)

今回調査(n=994)

奈良県調査(n=1,439)

今回調査(n=994)

奈良県調査(n=1,439)

今回調査(n=994)

奈良県調査(n=1,439)

家庭生活

職場

①

②

学校教育の場

政治の場

③

④

地域活動の場※

法律や制度上

⑤

⑥

社会通念・習慣・

しきたり等※
⑦

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性の方が

優遇されている

平等である どちらかといえば

女性の方が

優遇されている

女性の方が

非常に優遇

されている

無回答・

わからない※

■奈良県調査との比較 

今回調査と奈良県調査（令和元年度）を比較すると、今回調査の方が奈良県調査よりも『男性優遇』の割合

がすべての項目で高くなっている。一方、「②職場」は奈良県調査よりも「平等である」の割合が低くなっている

が、その他の項目はいずれも今回調査の方が「平等である」の割合が高く、特に「⑤地域活動の場」で差が大

きくなっている。 

 

図 男女の地位の平等感（奈良県調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「地域活動の場」は奈良県調査では「自治会やＰＴＡなどの地域活動の場」 

※「社会通念・習慣・しきたり等」は奈良県調査では「社会通念・慣習・しきたりなど」 

※「わからない」は奈良県調査のみの項目 
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6.4

5.9

3.3

5.7

1.1

3.2

3.4

5.4

4.5

9.0

2.2

2.5

4.4

8.9

1.7

1.0

0.9

1.0

0.4

0.4

0.2

0.6

0.4

0.4

1.3

1.5

0.4

0.5

0.5

1.7

2.4

2.9

3.6

3.1

4.9

3.9

2.2

3.2

3.1

3.7

3.5

3.4

2.5

3.1

2.4

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

家庭生活

職場

①

②

学校教育の場

政治の場

③

④

地域活動の場

法律や制度上

⑤

⑥

社会通念・習慣・

しきたり等

社会全体で

⑦

⑧

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性の方が

優遇されている

平等である どちらかといえば

女性の方が

優遇されている

女性の方が

非常に優遇

されている

無回答

■前回調査との比較 

今回調査と前回調査（平成29年度）を比較すると、「②職場」と「⑧社会全体で」では前回調査よりも「平等

である」の割合がそれぞれ5.0ポイント、4.9ポイント高くなっている。一方、「⑤地域活動の場」「⑥法律や制度

上」では『男性優遇』の割合がそれぞれ4.0ポイント、9.0ポイント高くなっている。また、「④政治の場」では『男

性優遇』の割合に大きな違いは見られないが、「男性の方が非常に優遇されている」は9.5ポイント高くなって

いる。 

 

図 男女の地位の平等感（前回調査との比較） 
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31.9

32.3

31.1

37.7

38.3

34.4

27.4

30.6

24.2

27.9

39.3

29.2

28.7

32.0

27.7

49.4

50.8

47.9

56.5

49.5

48.8

58.9

50.9

33.9

51.2

47.5

52.8

51.7

46.7

34.0

8.7

7.6

10.6

2.9

7.5

10.4

7.3

5.6

11.3

9.3

8.2

12.5

5.7

10.7

21.3

5.6

4.5

7.3

2.9

3.7

4.0

3.2

4.6

11.3

11.6

4.9

4.2

11.5

4.0

8.5

4.4

4.9

3.1

0.0

0.9

2.4

3.2

8.3

19.4

0.0

0.0

1.4

2.3

6.7

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無回答

（４）性的マイノリティにとって生活しづらい社会だと思うか 

問 22 ＬＧＢＴＱをはじめとする性的マイノリティにとって、現状は生活しづらい社会だと思いますか。（○

は１つ） 

 

全体では『（どちらかといえば）そう思う』（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の割合の合計）が81.3％、

『（どちらかといえば）そう思わない』（「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」の割合の合計）が14.3％

となっている。 

性別で見ると、女性の方が男性より『（どちらかといえば）そう思う』の割合が4.1ポイント高くなっている。 

性年齢別で見ると、女性は29歳以下で『（どちらかといえば）そう思う』の割合が９割以上と高くなっている。

男女とも70歳以上では『（どちらかといえば）そう思う』の割合が61.7％と低くなっている。 

 

図 性的マイノリティにとって生活しづらい社会だと思うか 
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67.5

59.7

56.3

56.2

55.1

50.7

47.9

43.4

40.6

33.4

24.0

20.2

16.6

2.0

2.4

0% 20% 40% 60% 80%

カミングアウト後、周囲の理解

が得られない・態度が変化する

いじめ（悪口・嫌がらせなど）を受ける

自認する性として利用できる施設・

設備が少ない（トイレ・更衣室など）

家族、友人など周囲の人に相談できない

性的マイノリティの権利を守る

ための法整備が進んでいない

夫婦と同様に、同性パートナー

との関係を認めてもらえない

就職・就業において偏見・差別がある

性別の記入を求められる書類が多い

行政機関などの相談・

支援体制が不十分である

自認する性と異なるふる

まいや服装などを強要される

住居選択において偏見・差別がある

福利厚生において偏見・差別がある

医療の場において偏見・差別がある

その他

無回答 全体(n=808)

【全体】

67.4

60.5

61.7

55.5

58.9

55.9

51.2

48.8

43.3

35.4

24.3

23.1

18.6

1.4

2.4

68.9

58.7

48.5

58.4

49.2

43.0

42.0

35.1

36.4

30.2

23.6

15.4

13.4

2.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

女性(n=494)

男性(n=305)

【性別】

（５）性的マイノリティにとって生活しづらい社会となっている理由 

問 22で「１．そう思う」「２．どちらかといえばそう思う」と回答した方にお聞きします。 

問 22-1 どのようなことが生活しづらい社会にしていると思いますか。（〇はいくつでも） 

 

全体では「カミングアウト後、周囲の理解が得られない・態度が変化する」が67.5％で最も高く、次いで「いじ

め（悪口・嫌がらせなど）を受ける」が59.7％、「自認する性として利用できる施設・設備が少ない（トイレ・更衣

室など）」が56.3％、「家族、友人など周囲の人に相談できない」が56.2％、「性的マイノリティの権利を守るた

めの法整備が進んでいない」が55.1％となっている。 

性別で見ると、女性の方が男性よりも「性別の記入を求められる書類が多い」の割合が13.7ポイント、「自認

する性として利用できる施設・設備が少ない（トイレ・更衣室など）」の割合が13.2ポイント高くなっている。 

 

図 性的マイノリティにとって生活しづらい社会となっている理由 
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性年齢別で見ると、女性は29歳以下で「いじめ（悪口・嫌がらせなど）を受ける」男性は29歳以下で「自認す

る性と異なるふるまいや服装などを強要される」が、他の年齢層と比べて特に高くなっている。 

 

表 性年齢別 性的マイノリティにとって生活しづらい社会となっている理由 

 

回
答
者
数
（ｎ
） 

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
後
、
周
囲

の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
・
態

度
が
変
化
す
る 

い
じ
め
（
悪
口
・
嫌
が
ら
せ
な

ど
）を
受
け
る 

自
認
す
る
性
と
し
て
利
用
で

き
る
施
設
・
設
備
が
少
な
い

（ト
イ
レ
・更
衣
室
な
ど
） 

家
族
、
友
人
な
ど
周
囲
の
人

に
相
談
で
き
な
い 

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利

を
守
る
た
め
の
法
整
備
が
進

ん
で
い
な
い 

夫
婦
と
同
様
に
、
同
性
パ
ー

ト
ナ
ー
と
の
関
係
を
認
め
て

も
ら
え
な
い 

就
職
・
就
業
に
お
い
て
偏
見
・

差
別
が
あ
る 

性
別
の
記
入
を
求
め
ら
れ
る

書
類
が
多
い 

行
政
機
関
な
ど
の
相
談
・
支

援
体
制
が
不
十
分
で
あ
る 

自
認
す
る
性
と
異
な
る
ふ

る
ま
い
や
服
装
な
ど
を
強
要

さ
れ
る 

全体 808  67.5  59.7  56.3  56.2  55.1  50.7  47.9  43.4  40.6  33.4  

女
性 

29歳以下 65  73.8  80.0  69.2  61.5  73.8  75.4  50.8  49.2  47.7  49.2  

30～39歳 94  73.4  67.0  67.0  58.5  62.8  66.0  46.8  56.4  46.8  39.4  

40～49歳 104  77.9  59.6  66.3  54.8  56.7  58.7  48.1  54.8  38.5  43.3  

50～59歳 107  64.5  57.9  63.6  53.3  55.1  49.5  49.5  50.5  47.7  30.8  

60～69歳 88  53.4  50.0  50.0  52.3  50.0  38.6  56.8  35.2  38.6  20.5  

70歳以上 36  52.8  44.4  44.4  52.8  61.1  47.2  63.9  38.9  38.9  27.8  

男
性 

29歳以下 34  70.6  64.7  47.1  55.9  50.0  50.0  38.2  44.1  38.2  44.1  

30～39歳 53  71.7  54.7  56.6  64.2  43.4  45.3  34.0  24.5  34.0  32.1  

40～49歳 59  76.3  64.4  61.0  62.7  47.5  40.7  44.1  49.2  35.6  33.9  

50～59歳 70  61.4  52.9  34.3  57.1  42.9  40.0  40.0  32.9  30.0  22.9  

60～69歳 59  72.9  62.7  52.5  61.0  59.3  49.2  47.5  28.8  40.7  28.8  

70歳以上 29  55.2  51.7  34.5  37.9  55.2  31.0  48.3  34.5  44.8  20.7  

 

 

回
答
者
数
（ｎ
） 

住
居
選
択
に
お
い
て
偏

見
・差
別
が
あ
る 

福
利
厚
生
に
お
い
て
偏

見
・差
別
が
あ
る 

医
療
の
場
に
お
い
て
偏

見
・差
別
が
あ
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 808  24.0  20.2  16.6  2.0  2.4  

女
性 

29歳以下 65  30.8  23.1  20.0  3.1  -  

30～39歳 94  20.2  20.2  17.0  1.1  -  

40～49歳 104  20.2  27.9  24.0  -  1.0  

50～59歳 107  28.0  18.7  16.8  -  2.8  

60～69歳 88  23.9  23.9  15.9  3.4  3.4  

70歳以上 36  25.0  27.8  16.7  2.8  13.9  

男
性 

29歳以下 34  29.4  20.6  17.6  2.9  -  

30～39歳 53  17.0  17.0  13.2  7.5  3.8  

40～49歳 59  23.7  15.3  16.9  3.4  -  

50～59歳 70  22.9  12.9  8.6  -  1.4  

60～69歳 59  25.4  15.3  15.3  -  -  

70歳以上 29  27.6  13.8  10.3  3.4  6.9  

※ 濃い網掛け は全体より 10ポイント以上高い項目。 薄い網掛け は全体より 5ポイント以上高い項目。 
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11.3

13.9

6.7

11.6

17.8

17.6

15.3

8.3

9.7

16.3

4.9

4.2

12.6

2.7

0.0

68.9

66.7

73.1

65.2

65.4

65.6

68.5

69.4

64.5

69.8

75.4

76.4

66.7

74.7

76.6

15.4

14.6

16.1

21.7

14.0

13.6

14.5

13.0

12.9

14.0

18.0

15.3

13.8

16.0

21.3

4.4

4.7

4.1

1.4

2.8

3.2

1.6

9.3

12.9

0.0

1.6

4.2

6.9

6.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

ある ない わからない 無回答

（６）「女性・男性であること」によって負担感や生きづらさを感じたことがあるか 

問 23 あなたは、性別または見た目の性別が、「女性であること」または「男性であること」によって、負担

感や生きづらさを感じたことがありますか。（〇は 1つ） 

 

全体では「ない」が68.9％で最も高く、次いで「わからない」が15.4％、「ある」が11.3％となっている。 

性別で見ると、女性の方が男性よりも「ある」の割合が7.2ポイント高くなっている。 

性年齢別で見ると、女性は59歳以下で「ある」が、それぞれ１割以上を占めている。男性は「ある」が29歳以

下で16.3％、50～59歳で12.6％と、他の年齢層と比べて高くなっている。 

 

図 「女性・男性であること」によって負担感や生きづらさを感じたことがあるか 
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51.8

43.8

42.9

29.5

26.8

17.0

14.3

10.7

3.6

7.1

1.8

0% 20% 40% 60% 80%

仕事と家事・育児・介護

を両立する負担が大きい

家事、育児ができて当たり前と言われる

なにかにつけ「男だから、女だから」

「男のくせに、女のくせに」と言われる

自分のやりたい仕事を

自由に選べないことがある

やさしくて、よく気がつき、

従順であることを求められる

責任のある仕事を任せてもらえない、

決定権のある役職に就けない

仕事の責任が大きい、仕事

ができて当たり前と言われる

「酒が飲めないのか」「力が弱い」「運動

が苦手だ」とバカにされたり、からかわれる

「家族を1人で養わなくて

はならない」と言われる

その他

無回答 全体(n=112)

【全体】

63.9

55.4

36.1

24.1

33.7

18.1

3.6

3.6

1.2

6.0

1.2

19.2

11.5

57.7

42.3

7.7

11.5

46.2

34.6

11.5

11.5

3.8

0% 20% 40% 60% 80%

女性(n=83)

男性(n=26)

【性別】

（７）「女性・男性であること」によって負担感や生きづらさを感じたとき 

問 23で「１．ある」と回答した方にお聞きします。 

問 23-１ それは、どのようなときに感じましたか。（○はいくつでも） 

 

全体では「仕事と家事・育児・介護を両立する負担が大きい」が51.8％で最も高く、次いで「家事、育児がで

きて当たり前と言われる」が43.8％、「なにかにつけ『男だから、女だから』『男のくせに、女のくせに』と言われ

る」が42.9％となっている。 

性別で見ると、女性は「仕事と家事・育児・介護を両立する負担が大きい」「家事、育児ができて当たり前と

言われる」「やさしくて、よく気がつき、従順であることを求められる」、男性は「なにかにつけ『男だから、女だか

ら』『男のくせに、女のくせに』と言われる」「仕事の責任が大きい、仕事ができて当たり前と言われる」「『酒が飲

めないのか』『力が弱い』『運動が苦手だ』とバカにされたり、からかわれる」が、それぞれ他の性別より20ポイン

ト以上高くなっている。 

 

図 「女性・男性であること」によって負担感や生きづらさを感じたとき 
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性年齢別で見ると、女性の30～59歳で「家事、育児ができて当たり前と言われる」、女性の30～39歳で「な

にかにつけ『男だから、女だから』『男のくせに、女のくせに』と言われる」と「責任のある仕事を任せてもらえな

い、決定権のある役職に就けない」の割合が高くなっている。 

 

表 性年齢別 「女性・男性であること」によって負担感や生きづらさを感じたとき 

 

回
答
者
数
（ｎ
） 

仕
事
と
家
事
・育
児
・介
護
を
両
立

す
る
負
担
が
大
き
い 

家
事
、
育
児
が
で
き
て
当
た
り
前

と
言
わ
れ
る 

な
に
か
に
つ
け
「
男
だ
か
ら
、
女
だ

か
ら
」
「
男
の
く
せ
に
、
女
の
く
せ

に
」と
言
わ
れ
る 

自
分
の
や
り
た
い
仕
事
を
自
由
に

選
べ
な
い
こ
と
が
あ
る 

や
さ
し
く
て
、
よ
く
気
が
つ
き
、
従

順
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る 

責
任
の
あ
る
仕
事
を
任
せ
て
も
ら

え
な
い
、
決
定
権
の
あ
る
役
職
に

就
け
な
い 

仕
事
の
責
任
が
大
き
い
、
仕
事
が

で
き
て
当
た
り
前
と
言
わ
れ
る 

「
酒
が
飲
め
な
い
の
か
」
「
力
が
弱

い
」
「
運
動
が
苦
手
だ
」と
バ
カ
に
さ

れ
た
り
、
か
ら
か
わ
れ
る 

「家
族
を
１
人
で
養
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
」と
言
わ
れ
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 112  51.8  43.8  42.9  29.5  26.8  17.0  14.3  10.7  3.6  7.1  1.8  

女
性 

29歳以下 8  62.5  50.0  50.0  50.0  50.0  25.0  12.5  25.0  12.5  -  -  

30～39歳 19  47.4  57.9  57.9  31.6  42.1  42.1  -  5.3  -  15.8  -  

40～49歳 22  68.2  59.1  31.8  9.1  36.4  9.1  4.5  -  -  4.5  -  

50～59歳 19  68.4  57.9  21.1  26.3  21.1  5.3  -  -  -  5.3  5.3  

60～69歳 9  77.8  44.4  33.3  22.2  33.3  22.2  -  -  -  -  -  

70歳以上 6  66.7  50.0  16.7  16.7  16.7  -  16.7  -  -  -  -  

男
性 

29歳以下 7  14.3  28.6  85.7  57.1  14.3  28.6  42.9  57.1  14.3  28.6  -  

30～39歳 3  -  -  33.3  66.7  -  -  66.7  33.3  33.3  -  33.3  

40～49歳 3  33.3  -  66.7  66.7  -  -  33.3  66.7  -  -  -  

50～59歳 11  27.3  9.1  45.5  18.2  9.1  9.1  45.5  18.2  9.1  9.1  -  

60～69歳 2  -  -  50.0  50.0  -  -  50.0  -  -  -  -  

70歳以上 0  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  

※ 濃い網掛け は全体より 10ポイント以上高い項目。 薄い網掛け は全体より 5ポイント以上高い項目。 

ただし、回答者数(n)が 15件未満の項目は除く 
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64.9

47.1

40.3

37.1

26.1

25.5

5.1

3.4

2.8

0% 20% 40% 60% 80%

日頃から性別や年齢にかかわらず多様

な人が協力して地域のことを進める

性別や年齢にかかわらず多様な

人が多く参加する防災訓練の実施

防災に関する会議の女性委員の割合を増やす

男女共同参画の視点を取り入れ

た防災の研修・講座の実施

地域で防災活動に参画

する女性リーダーの養成

男女共同参画の視点を取り入れた

啓発冊子やマニュアルの作成・配布

特に必要なことはない

その他

無回答 全体(n=994)

【全体】

67.6

47.9

40.5

36.0

26.2

24.2

4.0

3.9

3.2

61.9

45.9

39.6

39.1

25.1

27.5

7.0

2.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80%

女性(n=595)

男性(n=386)

【性別】

（８）性別や年齢などによる違いや多様性に配慮した災害対応をしていくために必要なこと 

問 24 災害時においては、女性や子どものプライバシーの確保、高齢者への配慮が足りなくなると指摘さ

れています。性別や年齢などによる違いや多様性に配慮した災害対応をしていくためには、日頃か

らどのようなことを行っていく必要があると思いますか。（○はいくつでも） 

 

全体では「日頃から性別や年齢にかかわらず多様な人が協力して地域のことを進める」が64.9％で最も高く、

次いで「性別や年齢にかかわらず多様な人が多く参加する防災訓練の実施」が47.1％、「防災に関する会議

の女性委員の割合を増やす」が40.3％、「男女共同参画の視点を取り入れた防災の研修・講座の実施」が

37.1％となっている。 

性別で見ると、女性の方が男性よりも「日頃から性別や年齢にかかわらず多様な人が協力して地域のことを

進める」の割合が5.7ポイント高くなっている。 

 

図 性別や年齢などによる違いや多様性に配慮した災害対応をしていくために必要なこと 
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性年齢別で見ると、女性の29歳以下で「日頃から性別や年齢にかかわらず多様な人が協力して地域のこと

を進める」（78.3％）と「性別や年齢にかかわらず多様な人が多く参加する防災訓練の実施」（62.3％）が、他の

年齢層と比べて高くなっている。男性の30～39歳で「地域で防災活動に参画する女性リーダーの養成」と「男

女共同参画の視点を取り入れた啓発冊子やマニュアルの作成・配布」の割合が、他の年齢層と比べて高くな

っている。 

 

表 性年齢別 性別や年齢などによる違いや多様性に配慮した災害対応をしていくために必要なこと 

 

回
答
者
数
（ｎ
） 

日
頃
か
ら
性
別
や
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
多
様
な
人
が
協
力
し
て

地
域
の
こ
と
を
進
め
る 

性
別
や
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
多

様
な
人
が
多
く
参
加
す
る
防
災

訓
練
の
実
施 

防
災
に
関
す
る
会
議
の
女
性
委

員
の
割
合
を
増
や
す 

男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
防
災
の
研
修
・
講
座
の

実
施 

地
域
で
防
災
活
動
に
参
画
す
る

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
養
成 

男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
啓
発
冊
子
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
・配
布 

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 994  64.9  47.1  40.3  37.1  26.1  25.5  5.1  3.4  2.8  

女
性 

29歳以下 69  78.3  62.3  49.3  46.4  27.5  30.4  2.9  5.8  -  

30～39歳 107  62.6  43.0  42.1  34.6  29.0  24.3  2.8  5.6  3.7  

40～49歳 125  64.0  48.8  48.8  38.4  27.2  27.2  5.6  4.8  3.2  

50～59歳 124  66.9  43.5  35.5  30.6  28.2  23.4  5.6  4.0  0.8  

60～69歳 108  66.7  45.4  32.4  33.3  21.3  19.4  2.8  0.9  4.6  

70歳以上 62  74.2  51.6  35.5  37.1  22.6  21.0  3.2  1.6  8.1  

男
性 

29歳以下 43  58.1  48.8  34.9  30.2  16.3  27.9  7.0  -  2.3  

30～39歳 61  57.4  45.9  37.7  39.3  32.8  34.4  13.1  4.9  -  

40～49歳 72  66.7  41.7  41.7  37.5  26.4  27.8  6.9  4.2  -  

50～59歳 87  56.3  41.4  46.0  42.5  23.0  25.3  9.2  1.1  1.1  

60～69歳 75  65.3  49.3  38.7  44.0  25.3  29.3  1.3  4.0  5.3  

70歳以上 47  68.1  51.1  31.9  36.2  23.4  19.1  4.3  2.1  2.1  

※ 濃い網掛け は全体より 10ポイント以上高い項目。 薄い網掛け は全体より 5ポイント以上高い項目。 
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65.8

57.9

55.9

50.9

48.5

46.8

35.6

34.6

26.9

19.9

15.5

2.9

2.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

子育て中や介護中であっても

仕事が続けられるような支援

保育サービスの充実

子育てや介護等でいったん

仕事を辞めた人の再就職の支援

介護サービスの充実

法律や制度の見直し

労働時間の短縮や在宅

勤務等、働き方の見直し

審議会委員等、政策決定の

場への女性の積極的な登用

民間企業や団体等の管理職に

女性の登用が進むような支援

相談の場の提供

男女共同参画に関する学習機会の充実

男女共同参画に関するPRや広報の充実

特にない

その他

無回答 全体(n=994)

【全体】

70.3

60.7

57.3

53.6

46.9

49.4

36.0

35.8

26.7

19.7

14.1

1.7

2.4

2.7

59.6

53.6

54.1

46.1

51.3

43.0

34.7

32.6

27.5

19.9

18.1

4.9

3.6

1.8

0% 20% 40% 60% 80%

女性(n=595)

男性(n=386)

【性別】

（９）男女共同参画社会を実現するため行政が力を入れていくべきこと 

問 25 あなたは、今後「男女共同参画社会」を実現するために、行政がどのようなことに力を入れていくべ

きだと思いますか。（○はいくつでも） 

 

全体では「子育て中や介護中であっても仕事が続けられるような支援」が65.8％で最も高く、次いで「保育

サービスの充実」が57.9％、「子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職の支援」が55.9％、「介護

サービスの充実」が50.9％となっている。 

性別で見ると、上位４項目は女性の方で割合が高くなっており、「子育て中や介護中であっても仕事が続け

られるような支援」は約７割を占めている。 

 

図 男女共同参画社会を実現するため行政が力を入れていくべきこと 
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性年齢別で見ると、女性は29歳以下で「法律や制度の見直し」、39歳以下で「労働時間の短縮や在宅勤務

等、働き方の見直し」と「子育て中や介護中であっても仕事が続けられるような支援」、60～69歳で「介護サー

ビスの充実」、男性は30～39歳で「労働時間の短縮や在宅勤務等、働き方の見直し」が、他の年齢層と比べ

て特に高くなっている。 

 

表 性年齢別 男女共同参画社会を実現するため行政が力を入れていくべきこと 

 

回
答
者
数
（ｎ
） 

子
育
て
中
や
介
護
中
で

あ
っ
て
も
仕
事
が
続
け

ら
れ
る
よ
う
な
支
援 

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

子
育
て
や
介
護
等
で
い

っ
た
ん
仕
事
を
辞
め
た

人
の
再
就
職
の
支
援 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

法
律
や
制
度
の
見
直
し 

労
働
時
間
の
短
縮
や
在

宅
勤
務
等
、
働
き
方
の

見
直
し 

審
議
会
委
員
等
、
政
策

決
定
の
場
へ
の
女
性
の

積
極
的
な
登
用 

民
間
企
業
や
団
体
等
の

管
理
職
に
女
性
の
登
用

が
進
む
よ
う
な
支
援 

相
談
の
場
の
提
供 

男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
学
習
機
会
の
充

実 

全体 994  65.8  57.9  55.9  50.9  48.5  46.8  35.6  34.6  26.9  19.9  

女
性 

29歳以下 69  81.2  68.1  63.8  52.2  72.5  62.3  43.5  42.0  29.0  23.2  

30～39歳 107  81.3  71.0  61.7  48.6  57.0  63.6  35.5  35.5  22.4  18.7  

40～49歳 125  69.6  63.2  58.4  49.6  44.0  53.6  42.4  40.0  23.2  19.2  

50～59歳 124  64.5  54.8  61.3  53.2  41.1  39.5  32.3  35.5  28.2  21.0  

60～69歳 108  63.9  59.3  47.2  66.7  34.3  39.8  29.6  28.7  30.6  12.0  

70歳以上 62  62.9  43.5  50.0  50.0  40.3  38.7  33.9  33.9  29.0  29.0  

男
性 

29歳以下 43  55.8  62.8  51.2  51.2  51.2  37.2  25.6  20.9  27.9  18.6  

30～39歳 61  62.3  63.9  62.3  42.6  55.7  60.7  24.6  36.1  27.9  19.7  

40～49歳 72  66.7  52.8  55.6  44.4  56.9  47.2  36.1  30.6  27.8  19.4  

50～59歳 87  60.9  47.1  54.0  44.8  48.3  44.8  35.6  31.0  21.8  17.2  

60～69歳 75  62.7  53.3  54.7  48.0  53.3  34.7  42.7  37.3  30.7  18.7  

70歳以上 47  40.4  44.7  42.6  46.8  38.3  27.7  40.4  38.3  31.9  29.8  

 

 

回
答
者
数
（ｎ
） 

男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
Ｐ
Ｒ
や
広
報
の
充

実 特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 994  15.5  2.9  2.8  2.5  

女
性 

29歳以下 69  10.1  -  -  2.9  

30～39歳 107  11.2  -  1.9  0.9  

40～49歳 125  13.6  1.6  4.8  1.6  

50～59歳 124  16.1  3.2  3.2  0.8  

60～69歳 108  13.0  2.8  0.9  3.7  

70歳以上 62  22.6  1.6  1.6  9.7  

男
性 

29歳以下 43  7.0  7.0  -  -  

30～39歳 61  21.3  3.3  9.8  -  

40～49歳 72  13.9  8.3  6.9  1.4  

50～59歳 87  17.2  4.6  3.4  -  

60～69歳 75  22.7  2.7  -  6.7  

70歳以上 47  25.5  4.3  -  2.1  

※ 濃い網掛け は全体より 10ポイント以上高い項目。 薄い網掛け は全体より 5ポイント以上高い項目。 
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性仕事の有無別で見ると、女性の仕事をしている人は、全体よりも「子育て中や介護中であっても仕事が続

けられるような支援」、「保育サービスの充実」、「労働時間の短縮や在宅勤務等、働き方の見直し」が5ポイン

ト以上高くなっている。 

男性の仕事をしていない人では「法律や制度の見直し」が最も高くなっており、また、「審議会委員等、政策

決定の場への女性の積極的な登用」が42.2％と全体と比べて高くなっている。 

 

表 性仕事の有無別 男女共同参画社会を実現するため行政が力を入れていくべきこと 

 

回
答
者
数
（ｎ
） 

子
育
て
中
や
介
護
中
で

あ
っ
て
も
仕
事
が
続
け

ら
れ
る
よ
う
な
支
援 

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

子
育
て
や
介
護
等
で
い

っ
た
ん
仕
事
を
辞
め
た

人
の
再
就
職
の
支
援 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

法
律
や
制
度
の
見
直
し 

労
働
時
間
の
短
縮
や
在

宅
勤
務
等
、
働
き
方
の

見
直
し 

審
議
会
委
員
等
、
政
策

決
定
の
場
へ
の
女
性
の

積
極
的
な
登
用 

民
間
企
業
や
団
体
等
の

管
理
職
に
女
性
の
登
用

が
進
む
よ
う
な
支
援 

相
談
の
場
の
提
供 

全体 994  65.8  57.9  55.9  50.9  48.5  46.8  35.6  34.6  26.9  

女
性 

仕事をしている 394  72.6  64.0  59.1  54.3  51.0  53.3  38.1  36.8  24.6  

仕事をしていない 201  65.7  54.2  53.7  52.2  38.8  41.8  31.8  33.8  30.8  

男
性 

仕事をしている 322  62.4  55.9  55.9  46.9  52.2  45.7  33.2  33.5  27.0  

仕事をしていない 64  45.3  42.2  45.3  42.2  46.9  29.7  42.2  28.1  29.7  

 

 

回
答
者
数
（ｎ
） 

男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
学
習
機
会
の
充

実 男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
Ｐ
Ｒ
や
広
報
の
充

実 特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 994  19.9  15.5  2.9  2.8  2.5  

女
性 

仕事をしている 394  19.3  13.5  1.0  2.5  1.8  

仕事をしていない 201  20.4  15.4  3.0  2.0  4.5  

男
性 

仕事をしている 322  19.6  18.3  5.0  4.0  1.2  

仕事をしていない 64  21.9  17.2  4.7  1.6  4.7  

※ 濃い網掛け は全体より 10ポイント以上高い項目。 薄い網掛け は全体より 5ポイント以上高い項目。 
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65.8

57.9

55.9

50.9

48.5

46.8

35.6

34.6

26.9

19.9

15.5

2.9

2.8

2.5

58.3

59.9

53.6

55.5

33.4

44.0

27.7

25.8

20.5

20.8

17.6

3.6

2.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80%

子育て中や介護中であっても

仕事が続けられるような支援

保育サービスの充実

子育てや介護等でいったん

仕事を辞めた人の再就職の支援

介護サービスの充実

法律や制度の見直し

労働時間の短縮や在宅

勤務等、働き方の見直し

審議会委員等、政策決定の

場への女性の積極的な登用

民間企業や団体等の管理職に

女性の登用が進むような支援

相談の場の提供

男女共同参画に関する学習機会の充実

男女共同参画に関するPRや広報の充実

特にない

その他

無回答
今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

■前回調査との比較 

今回調査と前回調査（平成29年度）を比較すると、「法律や制度の見直し」（今回調査48.5％・前回調査

33.4％）は今回調査の方が15.1ポイント高くなっている。また、「子育て中や介護中であっても仕事が続けられ

るような支援」（今回調査65.8％・前回調査58.3％）、「審議会委員等、政策決定の場への女性の積極的な登

用」（今回調査35.6％・前回調査27.7％）、「民間企業や団体等の管理職に女性の登用が進むような支援」（今

回調査34.6％・前回調査25.8％）、「相談の場の提供」（今回調査26.9％・前回調査20.5％）では今回調査の

方が5ポイント以上高くなっている。 

 

図 男女共同参画社会を実現するため行政が力を入れていくべきこと（前回調査との比較） 
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＜
お
問
い
合
わ
せ
先
＞
広
陵
町

 
地
域
振
興
部

 
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

 
 

T
E

L
：
0

7
4

5
-5

5
-1

0
0

1
(内
線

)1
０
０
７
 

広
陵

町
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
意

識
調

査
 

＊
＊

＊
 
ご

協
力

の
お

願
い

 
＊

＊
＊

 

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
日
頃
か
ら
町
政
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

広
陵
町
で
は
、
平
成
２
９
年
度
に
「
広
陵
町
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
本
計
画
の
見
直
し
時
期
と
な
り
、
町
民
皆
さ
ま
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
や
実
態
を
把
握
し
、

誰
も
が
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
た
め
の
施
策
の
検
討
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

意
識
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
広
陵
町
の
現
状
は
下
図
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

町
内
に
お
住
ま
い
の
満
１
８
歳
以
上
の
中
か
ら
無
作
為
抽
出
に
よ
り
選
ば
れ
た
２
，
５
０
０
名
の
方
を
対

象
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
ご
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
無
記
名
で
統
計
的
に
処
理
い
た
し
ま
す
の
で
、

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
ご
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
調
査
の
目
的
以
外
に
は
使

用
い
た
し
ま
せ
ん
。

 

ご
多
用
の
と
こ
ろ
大
変
恐
縮
で
す
が
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

令
和
４
年
８
月
 
 
広
陵
町
長
 
 
山
村
 
吉
由

 

 

奈
良

県
と

広
陵

町
の

男
女

共
同

参
画

の
現

状
 

 

奈
良
県
の
女
性
の
家
事
時
間
は
、
全
国
で
一
番
長
く
、

男
性
の

5
倍
近
く
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

（表
1
：
平
成

2
8
（２
０
１
６
）年
社
会
生
活
基
本
調
査
）
 

広
陵
町
は
「夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
」

と
い
う
考
え
方
に
肯
定
的
な
意
見
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
 

（図
1
：平
成

2
9
（２
０
１
７
）年
広
陵
町
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
意
識
調
査
） 

ま
た
、
奈
良
県
の
女
性
の
就
業
率
は
全
国
で
最
下
位

で
す
（平
成

2
7
（２
０
１
５
）年
国
勢
調
査
）。

 

広
陵
町
の
女
性
の
年
齢
層
別
労
働
力
率
を
み
る
と
、

全
国
、
奈
良
県
よ
り
も
低
い
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
最
も
低
い

3
5
歳
か
ら

3
9
歳
の
労
働
力
率
は
、
平

成
２

2
（
2

0
1
0
）
年
の

5
4

.3
％
か
ら
令
和
２
（
2

0
2

0
）
年

に
は

7
1
.5
％
と
な
り
、
1
0
年
間
で

1
7

.2
ポ
イ
ン
ト
も
伸

び
ま
し
た
。
近
年
、
広
陵
町
で
は
、
女
性
が
仕
事
に
就
く

傾
向
が
高
く
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

（図
２
：
平
成

2
2
（2

0
1
0
）年
及
び
令
和

2
（２
０
２
０
）年
国
勢

調
査
） 

 

提
出
期
限

 
令
和
４
年
９
月
２
日
（金
） 
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男
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そ
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＊
＊

＊
 
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
よ

る
回

答
方

法
 

＊
＊

＊
 

こ
の
調
査
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
も
可
能
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
調
査
専
用
画
面
に
ア
ク
セ
ス
し
、
画

面
の
指
示
に
従
っ
て
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。
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id
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al
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＊
＊

＊
 

記
入

に
あ

た
っ

て
の

お
願

い
 
＊

＊
＊

 

１
 
こ
の
調
査
は
、
宛
名
の
ご
本
人
が
お
答
え
く
だ
さ
い
。
ご
本
人
が
記
入
で
き
な
い
場
合
は
、
ご
家

族
等
が
代
わ
り
に
ご
回
答
い
た
だ
い
て
け
っ
こ
う
で
す
。

 

２
 
回
答
に
あ
た
っ
て
は
、
鉛
筆
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
記
入
し
、
間
違
っ
た
場
合
は
、
消
し
ゴ
ム
で

消
す
か
、
二
重
線
ま
た
は
×
印
に
よ
り
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

 

３
 
回
答
は
、
あ
な
た
の
お
考
え
や
内
容
に
あ
て
は
ま
る
も
の
、
近
い
も
の
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

４
 
「
そ
の
他
」
を
選
択
し
（

 
 
）
が
あ
る
場
合
は
、
カ
ッ
コ
内
に
具
体
的
な
内
容
も
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
 

５
 
ご
記
入
後
は
、
同
封
の
封
筒
に
入
れ
て
、

９
月

２
日

（
金

）
ま
で
に
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。（
切
手
不
要
）

 

 

１
.あ

な
た

の
こ

と
に

つ
い

て
お

聞
き

し
ま

す
 

問
１
 

あ
な

た
の

性
別

は
、
ど

ち
ら

で
す

か
。
（
○

は
ひ

と
つ

）
 

１
．
男
性

 
２
．
女
性

 
３
．
ど
ち
ら
で
も
な
い
・
答
え
な
い

 

 問
２

 
あ

な
た

の
年

齢
は

、
お

い
く

つ
で

す
か

。
（○

は
ひ

と
つ

）
 

１
．
2
9
歳
以
下
 

２
．
3
0
～
3
9
歳
 

３
．
4
0
～
4
9
歳
 

４
．
5
0
～
5
9
歳
 

５
．
6
0
～
6
9
歳
 

６
．
7
0
歳
以
上

 

 問
３

 
あ

な
た

の
居

住
し

て
い

る
小

学
校

区
は

、
ど

ち
ら

で
す

か
。
（○

は
ひ

と
つ

）
 

１
．
広
陵
東
小
学
校
区
（
南
郷
・
古
寺
・
百
済
・
広
瀬
）

 

２
．
広
陵
西
小
学
校
区
（
六
道
山
・
大
塚
・
安
部
・
平
尾
・
疋
相
・
三
吉

(
赤
部
・
大
垣
内
・
斉
音
寺

)
・
笠
）

 

３
．
広
陵
北
小
学
校
区
（
沢
・
大
野
・
萱
野
・
南
・
弁
財
天
・
的
場
・
大
場
・
中
・
寺
戸
）

 

４
．
真
美
ヶ
丘
第
一
小
学
校
区
（
馬
見
南

1
～
6
丁
目
・
み
さ
さ
ぎ
台
）

 

５
．
真
美
ヶ
丘
第
二
小
学
校
区
（
馬
見
北

1
～
9
丁
目
・
馬
見
中

1
～

5
丁
目
）

 

 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
回
答
は
９
月
９
日
（
金
）
ま
で

 

Ⅳ 調査票 
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問
４

 
あ

な
た

は
、
配

偶
者

ま
た

は
パ

ー
ト

ナ
ー

が
い

ま
す

か
。
（
○

は
ひ

と
つ

）
 

１
．
い
な
い

 
２
．
い
る

 

 問
５

 
あ

な
た

の
世

帯
構

成
は

次
の

う
ち

ど
れ

で
す

か
。
（
○

は
ひ

と
つ

）
 

１
．
一
人
暮
ら
し

 
２
．

配
偶
者
ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
み
 
３
．
二
世
代
世
帯
（
親
と
子
）

 

４
．
三
世
代
世
帯
（
親
と
子
と
孫
）
 
５
．
そ
の
他

 
 

 問
６

 
あ

な
た

の
お

子
さ

ん
の

う
ち

一
番

下
の

お
子

さ
ん

の
年

齢
は

ど
れ

に
あ

た
り

ま
す

か
。
（
○

は
ひ

と
つ

）
 

１
．
子
ど
も
は
い
な
い

 
２
．
就
学
前

 
３
．
小
学
生

 

４
．
中
学
生

 
５
．
高
校
生
以
上
の
学
生

 
６
．
社
会
人
（
無
職
を
含
む
）

 

 問
７

 
あ

な
た

は
、
収

入
を

得
る

仕
事

を
し

て
い

ま
す

か
（
パ

ー
ト

、
ア

ル
バ

イ
ト

等
を

含
む

）。
（
ど

ち
ら

か
に

○
）
 

１
．
仕
事
を
し
て
い
る

 
２
．
仕
事
を
し
て
い
な
い

 
→

問
８

へ
 

問
７
で
「１
．
仕
事
を
し
て
い
る
」と
回
答
し
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
 

問
７

-１
 

そ
れ

は
、
ど

の
よ

う
な

雇
用

形
態

で
す

か
。
（○

は
ひ

と
つ

）
 

１
．
正
社
員

 
２
．
派
遣
社
員
、
契
約
社
員
、
嘱
託
社
員

 

３
．
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

 
４
．
自
営
業
（
農
林
業
等
を
含
む
）、
会
社
経
営

 

５
．
そ
の
他

 
 

 問
８

 
あ

な
た

の
配

偶
者

ま
た

は
パ

ー
ト

ナ
ー

は
、
収

入
を

得
る

仕
事

を
し

て
い

ま
す

か
（
パ

ー
ト

、
ア

ル
バ

イ
ト

等
を

含

む
）。

（
○

は
ひ

と
つ

）
 

１
．
仕
事
を
し
て
い
る

 
２
．
仕
事
を
し
て
い
な
い

 
→

問
９

へ
 

３
．
配
偶
者
ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
な
い

 
→

問
９

へ
 

 

問
８
で
「１
．
仕
事
を
し
て
い
る
」と
回
答
し
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
 

問
８

-１
 

あ
な

た
の

配
偶

者
ま

た
は

パ
ー

ト
ナ

ー
は

、
ど

の
よ

う
な

雇
用

形
態

で
す

か
。
（
○

は
ひ

と
つ

）
 

１
．
正
社
員

 
２
．
派
遣
社
員
、
契
約
社
員
、
嘱
託
社
員

 

３
．
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

 
４
．
自
営
業
（
農
林
業
等
を
含
む
）、
会
社
経
営

 

５
．
そ
の
他

 
 

  
 

-
 3
 -
 

問
９

 
あ

な
た

が
、
日

頃
の

生
活

の
な

か
で

各
活

動
に

費
や

し
て

い
る

時
間

は
１
日

の
う

ち
で

ど
れ

く
ら

い
で

す
か

。
 

①
か

ら
③

の
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
時

間
を

お
書

き
く

だ
さ

い
。
１
時

間
に

満
た

な
い

場
合

は
分

の
み

お
書

き
く

だ
さ

い
。
ま

た
該

当
し

な
い

場
合

は
、
「
－

」を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。
 

 
仕
事
や
学
校
の
あ
る
日

 
休
み
の
日
・
仕
事
や

 

学
校
の
な
い
日

 

①
 
家
事
（
炊
事
、
買
い
物
、
洗
濯
、
掃
除
等
）

 

※
買
い
物
等
の
移
動
時
間
を
含
む
。

 
時
間
 
 

 
分
 

時
間
 
 

 
分
 

②
 
育
児
・
介
護
等
 

※
習
い
事
・
施
設
等
の
送
迎
時
間
を
含
む
。

 
時
間
 
 

 
分
 

時
間
 
 

 
分
 

③
 
仕
事
・
学
校

 

※
通
勤
・
通
学
時
間
を
含
む
。

 
時
間
 
 

 
分
 

 

  

２
.あ

な
た

の
仕

事
・生

活
に

つ
い

て
お

聞
き

し
ま

す
 

問
７
で
「２
．
仕
事
を
し
て
い
な
い
」と
回
答
し
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
 

※
 
仕

事
を

し
て

い
る

方
は

、
問

1
2

へ
お

進
み

く
だ

さ
い

。
 

 問
1
0

 
あ

な
た

が
、
仕

事
を

し
て

い
な

い
の

は
ど

う
し

て
で

す
か

。
（
○

は
い

く
つ

で
も

）
 

１
．
家
事
や
子
育
て
の
た
め

 
２
．
看
護
や
介
護
の
た
め

 

３
．
定
年
退
職
し
た
た
め

 
４
．
健
康
上
の
問
題
の
た
め

 

５
．
学
生
で
あ
る
た
め

 
６
．
休
職
中
の
た
め

 

７
．
働
く
必
要
が
な
い
た
め

 
 

８
．
そ
の
他
（
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
）

 

 問
1
1
 

あ
な

た
は

、
今

後
収

入
を

得
る

仕
事

に
就

き
た

い
と

思
い

ま
す

か
。
（○

は
ひ

と
つ

）
 

１
．
ぜ
ひ
仕
事
に
就
き
た
い

 
２
．
で
き
れ
ば
仕
事
に
就
き
た
い

 

３
．
仕
事
に
就
き
た
く
な
い

 
→

問
1
２

へ
 

４
．
わ
か
ら
な
い

 
→

問
1
２

へ
 

問
1
1
で
「１
．
ぜ
ひ
仕
事
に
就
き
た
い
」「
２
．
で
き
れ
ば
仕
事
に
就
き
た
い
」と
回
答
し
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
 

問
1
１
-１

 
あ

な
た

が
今

後
仕

事
に

就
く

上
で

問
題

と
な

る
こ

と
は

何
で

す
か

。
（
○

は
い

く
つ

で
も

）
 

１
．
希
望
す
る
業
務
内
容
の
募
集
が
な
い

 
２
．
勤
務
条
件
が
合
わ
な
い

 

３
．
仕
事
を
探
す
方
法
や
窓
口
が
分
か
ら
な
い

 
４
．
家
族
の
理
解
や
協
力
が
得
ら
れ
な
い

 

５
．
介
護
や
子
育
て
が
あ
る

 
６
．
自
分
の
能
力
や
技
能
に
不
安
が
あ
る

 

７
．
自
分
の
体
力
や
健
康
に
不
安
が
あ
る

 
８
．
特
に
問
題
は
な
い

 

９
．
そ
の
他
（

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
）
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問
1
２

 
あ

な
た

は
、
女

性
が

仕
事

を
持

つ
こ

と
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

お
考

え
で

す
か

。
（○

は
ひ

と
つ

）
 

１
．
仕
事
を
持
ち
、
結
婚
や
出
産
後
も
仕
事
を
続
け
る
方
が
良
い

 

２
．
結
婚
を
機
会
に
家
庭
に
入
り
、
あ
と
は
仕
事
を
持
た
な
い
方
が
良
い

 

３
．
出
産
を
機
会
に
家
庭
に
入
り
、
あ
と
は
仕
事
を
持
た
な
い
方
が
良
い

 

４
．
出
産
を
機
会
に
退
職
し
、
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
た
ら
再
び
仕
事
を
持
つ
ほ
う
が
良
い

 

５
．
女
性
は
仕
事
を
持
た
な
い
ほ
う
が
良
い

 

６
．
そ
の
他
（

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
）

 

 問
1
３

 
女

性
が

仕
事

を
続

け
る

た
め

に
必

要
な

こ
と

は
、
ど

の
よ

う
な

こ
と

だ
と

思
い

ま
す

か
。
（○

は
い

く
つ

で
も

）
 

１
．
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
、
家
族
の
理
解
、
協
力
が
あ
る
こ
と

 
２
．
職
場
の
理
解
や
協
力
が
あ
る
こ
と

 

３
．
女
性
自
身
の
意
識
改
革

 
４
．
保
育
、
子
育
て
施
設
の
充
実

 

５
．
介
護
施
設
の
充
実

 

６
．
育
児
や
介
護
等
、
休
業
が
取
得
し
や
す
い
職
場
環
境
で
あ
る
こ
と

 

７
．
育
児
や
介
護
の
た
め
退
職
し
て
も
再
雇
用
さ
れ
る
制
度
が
あ
る
こ
と

 

８
．
仕
事
の
上
で
の
悩
み
事
を
何
で
も
相
談
で
き
る
場
や
窓
口
が
あ
る
こ
と

 

９
．
そ
の
他
（

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
）

 

 問
1
４

 
家

庭
に

お
け

る
さ

ま
ざ

ま
な

役
割

に
つ

い
て

、
お

た
ず

ね
し

ま
す

。
あ

な
た

の
家

庭
で

は
以

下
の

こ
と

が
ら

を

ど
の

よ
う

に
分

担
し

て
い

ま
す

か
。
①

か
ら

⑫
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

一
番

近
い

と
思

わ
れ

る
番

号
に

〇
を

つ

け
て

く
だ

さ
い

。
（
各

項
目

○
は

ひ
と

つ
）
 

 
 

※
配

偶
者

や
パ

ー
ト

ナ
ー

の
い

な
い

方
は

、
問

1
４

-１
へ

お
進

み
く

だ
さ

い
。
 

 
主
に
男
性
が

 

担
う

 

ど
ち
ら
か
と

 

い
え
ば

 

男
性
が
担
う

 

男
女
が

 

同
じ
程
度

 

ど
ち
ら
か
と

 

い
え
ば

 

女
性
が
担
う

 

主
に
女
性
が

 

担
う

 
該
当
し
な
い

 

①
生
活
費
の
確
保

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

②
洗
濯

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

③
料
理

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

④
食
事
の
後
片
付
け

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

⑤
掃
除

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

⑥
ゴ
ミ
出
し

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

⑦
日
常
の
買
い
物

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

⑧
家
計
管
理

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

⑨
子
ど
も
の
世
話

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

⑩
し
つ
け
・
教
育

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

⑪
介
護

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

⑫
地
域
活
動
へ
の
参
加

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

 
 

-
 5
 -
 

問
1
４

-１
 

あ
な

た
は

以
下

の
こ

と
が

ら
を

ど
の

よ
う

に
分

担
す

る
の

が
良

い
と

思
い

ま
す

か
。
①

か
ら

⑫
の

そ
れ

ぞ

れ
に

つ
い

て
一

番
近

い
と

思
わ

れ
る

番
号

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
（各

項
目

○
は

ひ
と

つ
）
 

 
 

※
配

偶
者

や
パ

ー
ト

ナ
ー

の
い

な
い

方
も

、
次

の
こ

と
が

ど
な

た
の

役
割

だ
と

お
考

え
か

、
お

答
え

く
だ

さ
い

。
 

 
主
に
男
性
が

 

担
う

 

ど
ち
ら
か
と

 

い
え
ば

 

男
性
が
担
う

 

男
女
が

 

同
じ
程
度

 

ど
ち
ら
か
と

 

い
え
ば

 

女
性
が
担
う

 

主
に
女
性
が

 

担
う

 

①
生
活
費
の
確
保

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

②
洗
濯

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

③
料
理

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

④
食
事
の
後
片
付
け

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑤
掃
除

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑥
ゴ
ミ
出
し

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑦
日
常
の
買
い
物

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑧
家
計
管
理

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑨
子
ど
も
の
世
話

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑩
し
つ
け
・
教
育

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑪
介
護

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑫
地
域
活
動
へ
の
参
加

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 問
1
５

 
今

後
、
男

女
が

共
同

で
、
家

事
、
子

育
て

、
介

護
に

積
極

的
に

参
加

し
て

い
く

た
め

に
は

、
ど

の
よ

う
な

こ
と

が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

か
。
（
○

は
い

く
つ

で
も

）
 

１
．
男
女
が
共
同
で
家
事
に
関
わ
る
こ
と
に
対
す
る
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
抵
抗
感
を
な
く
す

 

２
．
夫
婦
や
家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る

 

３
．
ま
わ
り
の
人
が
、
夫
婦
の
役
割
分
担
等
に
つ
い
て
当
事
者
の
考
え
方
を
尊
重
す
る

 

４
．
労
働
時
間
の
短
縮
や
休
暇
制
度
の
普
及
に
よ
り
、
仕
事
以
外
の
時
間
の
拡
大
を
は
か
る

 

５
．
男
女
が
共
同
で
家
事
等
に
関
わ
れ
る
よ
う
な
啓
発
や
情
報
提
供
を
行
う

 

６
．
研
修
や
講
座
の
開
催
に
よ
り
、
男
女
が
共
同
で
家
事
等
に
関
わ
れ
る
よ
う
に
知
識
や
技
能
を
高
め
る

 

７
．
家
事
育
児
に
つ
い
て
男
女
と
も
に
相
談
し
や
す
い
窓
口
を
設
け
る

 

８
．
特
に
必
要
な
こ
と
は
な
い

 

９
．
わ
か
ら
な
い

 

1
0
．
そ
の
他
（

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
）
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３
.Ｄ

Ｖ
や

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
つ

い
て

お
聞

き
し

ま
す

 

問
1
６

 
あ

な
た

は
、
次

の
よ

う
な

こ
と

が
配

偶
者

・
パ

ー
ト

ナ
ー

や
恋

人
の

間
で

行
わ

れ
た

場
合

、
暴

力
だ

と
思

い
ま

す
か

。
（○

は
そ

れ
ぞ

れ
１
つ

）
 

 
ど
ん
な
場
合
で
も
 

暴
力
に
あ
た
る
 

と
思
う
 

暴
力
に
あ
た
る
場
合

も
そ
う
で
な
い
場
合
 

も
あ
る
と
思
う
 

暴
力
に
あ
た
る
 

と
は
思
わ
な
い
 

①
な
ぐ
る
、
け
る
、
物
を
投
げ
る

 
１
 

２
 

３
 

②
何
を
言
っ
て
も
長
時
間
無
視
し
続
け
る

 
１
 

２
 

３
 

③
大
声
で
ど
な
る

 
１
 

２
 

３
 

④
「
誰
の
お
か
げ
で
生
活
で
き
る
ん
だ
」
「
甲
斐
性
な

し
」
な
ど
の
人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
言
葉
を
言
う

 
１
 

２
 

３
 

⑤
な
ぐ
る
ふ
り
を
し
て
、
お
ど
す

 
１
 

２
 

３
 

⑥
い
や
が
っ
て
い
る
の
に
性
的
な
行
為
を
強
要
す
る

 
１
 

２
 

３
 

⑦
見
た
く
な
い
の
に
性
的
な
動
画
を
見
せ
る

 
１
 

２
 

３
 

⑧
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
働
か
せ
な
い

 
１
 

２
 

３
 

⑨
交
友
関
係
や
行
き
先
、
電
話
・
メ
ー
ル
な
ど
を
細
か

く
監
視
す
る

 
１
 

２
 

３
 

 問
1
７

 
問

1
６

で
聞

い
た

項
目

は
、
す

べ
て

「
Ｄ

Ｖ
」
に

あ
た

る
行

為
で

す
。
あ

な
た

は
、
配

偶
者

・
パ

ー
ト

ナ
ー

や
恋

人

か
ら

、
こ

れ
ら

の
行

為
を

さ
れ

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。
（○

は
ひ

と
つ

）
 

１
．
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

 
２
．
さ
れ
た
こ
と
が
な
い

 

 問
1
８

 
あ

な
た

は
、
職

場
や

学
校

、
そ

の
他

の
活

動
の

場
で

次
の

よ
う

な
行

為
を

受
け

、
不

快
と

感
じ

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。
（
○

は
い

く
つ

で
も

）
 

１
．
年
齢
や
見
た
目
の
こ
と
で
傷
つ
く
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
る

 

２
．「
女

(
男
)
の
く
せ
に
」「
女

(
男
)
だ
か
ら
」
と
差
別
的
な
言
い
方
を
さ
れ
る

 

３
．
結
婚
や
交
際
に
つ
い
て
し
つ
こ
く
聞
か
れ
る

 

４
．
体
を
さ
わ
ら
れ
る
・
卑
猥
(
ひ
わ
い

)
な
話
を
聞
か
さ
れ
る

 

５
．
交
際
や
性
的
行
為
を
強
要
さ
れ
る

 

６
．
権
力
や
立
場
が
強
い
こ
と
を
利
用
し
て
嫌
が
ら
せ
を
さ
れ
る
（
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）

 

７
．
妊
娠
・
出
産
を
理
由
に
嫌
が
ら
せ
や
不
当
な
扱
い
を
受
け
る
（
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）

 

８
．
男
性
が
育
児
の
た
め
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
対
し
て
嫌
が
ら
せ
や
不
当
な
扱
い
を
受
け
る

 

（
パ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）

 

９
．
し
つ
こ
く
つ
き
ま
と
わ
れ
る
（
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
）

 

1
0
．
上
記
の
よ
う
な
経
験
は
な
い

 
 

 

1
1
.
 
そ
の
他
（
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
）

 

-
 7
 -
 

問
１
７
・問
１
８
で
「あ
る
」と
回
答
し
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
 

問
1
８

-１
 

あ
な

た
は

だ
れ

か
（
ど

こ
か

）に
相

談
し

ま
し

た
か

。
（○

は
い

く
つ

で
も

）
 

１
．
知
人
・
友
人

 
２
．
親
族

 
３
．
行
政
の
相
談
機
関

 

４
．
民
間
の
相
談
機
関

 
５
．
警
察

 
６
．
弁
護
士

 

７
．
相
談
し
な
か
っ
た
・
で
き
な
か
っ
た

 

８
．
そ
の
他
（

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
）
 

問
1
８

-１
で
「7
．
相
談
し
な
か
っ
た
・で
き
な
か
っ
た
」に
回
答
し
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
 

問
1
８

-２
 

相
談

し
な

か
っ

た
理

由
は

、
次

の
う

ち
ど

れ
で

す
か

。
（
○

は
い

く
つ

で
も

）
 

１
．
ど
こ
に
（
誰
に
）
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
 

２
．
相
談
し
て
も
無
駄
だ
と
思
っ
た
か
ら

 

３
．
相
談
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
さ
ら
に
暴
力
や
暴
言
が
増
え
る
と
思
っ
た
か
ら

 

４
．
加
害
者
に
「
誰
に
も
言
う
な
」
と
お
ど
さ
れ
た
か
ら

 

５
．
自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
、
な
ん
と
か
こ
の
ま
ま
や
っ
て
い
け
る
と
思
っ
た
か
ら

 

６
．
世
間
体
が
悪
い
か
ら

 

７
．
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
思
い
出
し
た
く
な
か
っ
た
か
ら

 

８
．
自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
っ
た
か
ら

 

９
．
相
手
の
行
為
は
愛
情
の
表
現
だ
と
思
っ
た
か
ら

 

1
0
．
相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
た
か
ら

 

1
1
．
特
に
理
由
は
な
い

 

1
2
．
そ
の
他
（

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
）
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４
.男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
意

識
に

つ
い

て
お

聞
き

し
ま

す
 

問
１
９

 
あ

な
た

は
、
「
夫

は
外

で
働

き
、
妻

は
家

庭
を

守
る

べ
き

」
と

い
う

考
え

方
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

思
い

ま
す

か
。
（
○

は
ひ

と
つ

）
 

１
．
賛
成

 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成

 

３
．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対

 
４
．
反
対

 

 問
２

０
 

あ
な

た
は

、
次

に
あ

げ
る

よ
う

な
考

え
方

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
思

い
ま

す
か

。
①

か
ら

③
の

そ
れ

ぞ
れ

に

つ
い

て
あ

て
は

ま
る

番
号

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
（
各

項
目

○
は

ひ
と

つ
）
 

 

そ
う
思
う

 

ど
ち
ら
か
と

 

い
え
ば

 

そ
う
思
う

 

ど
ち
ら
か
と

 

い
え
ば

 

そ
う
思
わ
な
い

 

そ
う

 

思
わ
な
い

 

①
妻
や
子
ど
も
を
養
う
の
は
、
男
性
の
責

任
で
あ
る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

②
子
ど
も
が
３
歳
く
ら
い
ま
で
は
保
育

園
等
に
入
れ
ず
母
親
の
も
と
で
育
て

る
方
が
よ
い

 

１
 

２
 

３
 

４
 

③
男
の
子
は
男
の
子
ら
し
く
、
女
の
子

は
女
の
子
ら
し
く
育
て
る
方
が
よ
い
 

１
 

２
 

３
 

４
 

 問
2

１
 

あ
な

た
は

、
次

に
あ

げ
る

よ
う

な
分

野
で

男
女

の
地

位
は

平
等

に
な

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

。
 

①
か

ら
⑧

の
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
あ

て
は

ま
る

番
号

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
（各

項
目

○
は

ひ
と

つ
）
 

 

男
性
の
方
が

 

非
常
に
優
遇

 

さ
れ
て
い
る

 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
の
方
が

 

優
遇
さ
れ
て
い
る
 

平
等
で
あ
る

 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
女
性
の
方
が

 

優
遇
さ
れ
て
い
る

 

女
性
の
方
が

 

非
常
に
優
遇

 

さ
れ
て
い
る

 

①
家
庭
生
活

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

②
職
場

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

③
学
校
教
育
の
場

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

④
政
治
の
場

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑤
地
域
活
動
の
場

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑥
法
律
や
制
度
上

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑦
社
会
通
念
・
習
慣
・
し
き
た
り
等
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

⑧
社
会
全
体
で

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

  
 

-
 9
 -
 

問
2

２
 

Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ

Ｑ
（
※

）
を

は
じ

め
と

す
る

性
的

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

に
と

っ
て

、
現

状
は

生
活

し
づ

ら
い

社
会

だ
と

思
い

ま

す
か

。
（○

は
１
つ

）
 

 
 

１
．
そ
う
思
う

 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う

 

３
．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い

 
→

問
2

３
へ
 
４
．
そ
う
思
わ
な
い

 
→

問
2

３
へ

 

問
2
２
で
「１
．
そ
う
思
う
」「
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」と
回
答
し
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
 

問
2

２
-1

 
ど

の
よ

う
な

こ
と

が
生

活
し

づ
ら

い
社

会
に

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

。
（〇

は
い

く
つ

で
も

）
 

１
．
家
族
、
友
人
な
ど
周
囲
の
人
に
相
談
で
き
な
い

 

２
．
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
（
※
）
後
、
周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
・
態
度
が
変
化
す
る

 

３
．
い
じ
め
（
悪
口
・
嫌
が
ら
せ
な
ど
）
を
受
け
る

 

４
．
住
居
選
択
に
お
い
て
偏
見
・
差
別
が
あ
る

 

５
．
医
療
の
場
に
お
い
て
偏
見
・
差
別
が
あ
る

 

６
．
就
職
・
就
業
に
お
い
て
偏
見
・
差
別
が
あ
る

 

７
．
福
利
厚
生
に
お
い
て
偏
見
・
差
別
が
あ
る

 

８
．
自
認
す
る
性
と
異
な
る
ふ
る
ま
い
や
服
装
な
ど
を
強
要
さ
れ
る

 

９
．
自
認
す
る
性
と
し
て
利
用
で
き
る
施
設
・
設
備
が
少
な
い
（
ト
イ
レ
・
更
衣
室
な
ど
）

 

1
0
．
夫
婦
と
同
様
に
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
を
認
め
て
も
ら
え
な
い

 

1
1
．
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
を
守
る
た
め
の
法
整
備
が
進
ん
で
い
な
い

 

1
2
．
行
政
機
関
な
ど
の
相
談
・
支
援
体
制
が
不
十
分
で
あ
る

 

1
3
．
性
別
の
記
入
を
求
め
ら
れ
る
書
類
が
多
い

 

1
4
．
そ
の
他
（

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
）
 

※
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ

Ｑ
（
エ

ル
ジ

ー
ビ

ー
テ

ィ
ー

キ
ュ

ー
）
と
は
・
・
・
・
・
・
以
下
の
頭
文
字
を
つ
な
げ
た
言
葉
。
性
的
少
数
者
の
こ
と
。
 

L
e

s
b

ia
n
（レ
ズ
ビ
ア
ン
）
･･
・･
･・
･･
・･
･・
・・
･
･
 
女
性
が
恋
愛
対
象
に
な
る
女
性

 

G
a
y
（ゲ
イ
）
・・
･･
・･
･
・･
･
・･
･
･
・･
･・
･･
・･
・･
･・

 
男
性
が
恋
愛
対
象
に
な
る
男
性

 

B
is

e
x
u

a
l（
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
）
・・
･･
･・
･
・・
･
･・

 
相
手
の
性
別
に
よ
っ
て
恋
愛
対
象
が
制
限
さ
れ
な
い
人

 

T
ra

n
s
g

e
n

d
e

r（
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
・
・
・ 
心
の
性
別
と
身
体
の
性
別
が
異
な
る
人

 

Q
u

e
s
ti

o
n

in
g
（ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
）
・
・
・
・
・
・ 

 自
分
の
性
別
や
性
的
指
向
が
定
ま
ら
な
い
か
、
決
め
て
い
な

い
人

 

 ※
カ

ミ
ン

グ
ア

ウ
ト
と
は
･･
･･
･･
自
ら
の
性
的
指
向
や
性
自
認
な
ど
を
、
自
ら
他
者
に
打
ち
明
け
る
こ
と
。
 

          

 

 

  



85 

-
 1
0 

- 

問
2

３
 

あ
な

た
は

、
性

別
ま

た
は

見
た

目
の

性
別

が
、
「
女

性
で

あ
る

こ
と

」
ま

た
は

「
男

性
で

あ
る

こ
と

」
に

よ
っ

て
、

負
担

感
や

生
き

づ
ら

さ
を

感
じ

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。
（
〇

は
1
つ

）
 

１
．
あ
る

 
２
．
な
い

 
→

問
2

４
へ

 
３
．
わ
か
ら
な
い

 
→

問
2

４
へ

 

問
2
３
で
「１
．
あ
る
」と
回
答
し
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
 

問
2

３
-１

 
そ

れ
は

、
ど

の
よ

う
な

と
き

に
感

じ
ま

し
た

か
。
（
○

は
い

く
つ

で
も

）
 

１
．
な
に
か
に
つ
け
「
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
」「
男
の
く
せ
に
、
女
の
く
せ
に
」
と
言
わ
れ
る

 

２
．
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
を
自
由
に
選
べ
な
い
こ
と
が
あ
る

 

３
．
仕
事
と
家
事
・
育
児
・
介
護
を
両
立
す
る
負
担
が
大
き
い

 

４
．「
家
族
を
１
人
で
養
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
る

 

５
．
「
酒
が
飲
め
な
い
の
か
」「
力
が
弱
い
」「
運
動
が
苦
手
だ
」
と
バ
カ
に
さ
れ
た
り
、
か
ら
か
わ
れ
る
 

６
．
仕
事
の
責
任
が
大
き
い
、
仕
事
が
で
き
て
当
た
り
前
と
言
わ
れ
る

 

７
．
責
任
の
あ
る
仕
事
を
任
せ
て
も
ら
え
な
い
、
決
定
権
の
あ
る
役
職
に
就
け
な
い

 

８
．
家
事
、
育
児
が
で
き
て
当
た
り
前
と
言
わ
れ
る

 

９
．
や
さ
し
く
て
、
よ
く
気
が
つ
き
、
従
順
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る

 

1
0
．
そ
の
他
（
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
）

 

 問
2

４
 

災
害

時
に

お
い

て
は

、
女

性
や

子
ど

も
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
確

保
、
高

齢
者

へ
の

配
慮

が
足

り
な

く
な

る
と

指

摘
さ

れ
て

い
ま

す
。
性

別
や

年
齢

な
ど

に
よ

る
違

い
や

多
様

性
に

配
慮

し
た

災
害

対
応

を
し

て
い

く
た

め
に

は
、

日
頃

か
ら

ど
の

よ
う

な
こ

と
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
思

い
ま

す
か

。
（
○

は
い

く
つ

で
も

）
 

１
．
防
災
に
関
す
る
会
議
の
女
性
委
員
の
割
合
を
増
や
す

 

２
．
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
防
災
の
研
修
・
講
座
の
実
施

 

３
．
性
別
や
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
多
様
な
人
が
多
く
参
加
す
る
防
災
訓
練
の
実
施

 

４
．
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
啓
発
冊
子
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
・
配
布

 

５
．
地
域
で
防
災
活
動
に
参
画
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

 

６
．
日
頃
か
ら
性
別
や
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
多
様
な
人
が
協
力
し
て
地
域
の
こ
と
を
進
め
る

 

７
．
特
に
必
要
な
こ
と
は
な
い

 

８
．
そ
の
他
（

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
）

 

             

-
 1
1 

- 

問
2

５
 

あ
な

た
は

、
今

後
「
男

女
共

同
参

画
社

会
」
を

実
現

す
る

た
め

に
、
行

政
が

ど
の

よ
う

な
こ

と
に

力
を

入
れ

て

い
く

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

か
。
（○

は
い

く
つ

で
も

）
 

１
．
法
律
や
制
度
の
見
直
し

 

２
．
審
議
会
委
員
等
、
政
策
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
積
極
的
な
登
用

 

３
．
民
間
企
業
や
団
体
等
の
管
理
職
に
女
性
の
登
用
が
進
む
よ
う
な
支
援

 

４
．
相
談
の
場
の
提
供

 

５
．
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

 

６
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

 

７
．
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実

 

８
．
労
働
時
間
の
短
縮
や
在
宅
勤
務
等
、
働
き
方
の
見
直
し

 

９
．
子
育
て
中
や
介
護
中
で
あ
っ
て
も
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
支
援

 

1
0
．
子
育
て
や
介
護
等
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
辞
め
た
人
の
再
就
職
の
支
援

 

1
1
．
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
や
広
報
の
充
実

 

1
2
．
特
に
な
い

 

1
3
．
そ
の
他
（

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
）
 

 そ
の

他
 

 
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
あ

な
た

の
考

え
を

ご
自

由
に

お
書

き
く

だ
さ

い
。
 

          

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
調
査
票
を
３
つ
折
り
に
し
て
、
同
封
し
た
返
送
用
封
筒
に
入
れ
、
 

９
月

２
日

（金
）ま

で
に
投
函
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
（切
手
を
貼
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

 

 

 

 

 


